
カラー ガイド 


このマニュアルは、 JiTF の 製品に対応しています。 

MICROLINE Pro 9800 PS-X 
MICROLINE Pro 9800 PS-S 
MICROLINE Pro 9800 PS-E 


o このマニュアルには、プ u ンタをま全に使巧していただくためのを意事項が書かれています。 

プ U ンタをご使用になる前に、必ず本マニュアルをお読みください。 

〇本マニュアルをプ U ンタのそばに置いて、ご使用ください。 






























マニュアルの構成 


本製品のユーザーズマニュアルは、次のような8部構成になっています。目的に応じてお読みください。 



プリンタ機能編 

プリンタの使い方や持っている機能、消耗品の交換ち法、紙づまり等のトラ 
ブルの対処ち法、オプシヨン類の取り付け方が載っています。 


セツ ト アツ フ編 一 Windows をお使ぃの方一 
め / indows のコンピュ ータから印刷できる ようにするまでの手順が載っていま 
ず。 

プリンタの設置が終わった6、お読みください。 


セツトアツプ 編一 Macintosh 、 UNIX 、 Linux をお使いの方一 
Macintosh , UNIX , Linux の コン ピュータから印刷できるようじするまでの手 
順が載っていまず。 

プリンタの設置が終わったら、お読みください。 


応用編 

色々な用紙に印刷したい時、便利な機能を使って EP 刷したい時、添付のユー 
ティリティを使って1央適な印刷環境にしたい時、カラーを調整したい時など 
にお読みください。 

設を管理ガイド 

MLPro 9800 PS がサ ポート するプラッ トフ ォームやネッ トワー ク環境別に、 
MLPro 9800 PS の基本的な設走ち法と管理方法を説 S 月します。また、クライ 
アン トやネ、ソ トワー ク上の化の ワー クステーシヨンに PostScriptEp 刷 サービ 
スを提供ずるために UNIX 、 WindowsNT /2000、 Novell サーバを設定する方 
法じついても説 S 月しまず。 


PS 印刷ガイド 

リモートワークステーシヨンからネツトワークを介して MLPro 9800 PS に印 
刷ジョブを送信するち法、プリントオプション、 MLP の9800 PS が提化する 
フォントについて説 S 月しまず。 


カラーガイド（本書） 

キヤリブレーシヨンおよび ColorWise ProT 00 Is に関ずる情報を提供します。 


ジョブ管理ガイド 

MLPro 9800 PS が提供する Command WoAStation/Command Workstation 
LE 、その化のユーティリティの機能、およびジョブ管理の方法を説明します。 
本書は印刷ジョブフ□一の監視/管理やトラブルシューティングを行うシス 
テム管理を/オペレータ、および同レベルのアクセス特権を持つユーザを対 
まじ書かれています。 
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本書の表記 


A この表示を無視して、誤った取りあいをすると、人が死 t または重傷を負う可能 

1=1 性がある ことを 示していまず。 

A ごホ胃この表示を無視して、誤った取りあいをずると、人が傷害を負う可能性があるこ 
1^,ェ•ふ とを示しています。 




プリンタを正し<動作させるための注意や制限です。 
誤った操作をしないため、必ずお読みください。 


プリンタを使用ずるときじ知っておくと便利なことや参考になることです。 
お読みじなることをお勧めします。 


本書では、次のようじ表記している場合があります。 

• M に ROUNE Pro 9800 PS-X 一 MLPro 9800 PS-X 

• M に ROUNE Pro 9800 PS-S 一 MLPro 9800 PS-S 

• M に ROUNE Pro 9800 PS-E 一 MLPro 9800 PS-E 

• MLPro 9800 PS - X 、 MLPro 9800 PS - S 、 MLPro 9800 PS - E の総称 一 MLPro 9800 PS 

• Microsoft ® Windows ServerTw 2003 operating system 日本語版 一 Windows Server 2003 

• Microsoft ® Windows ® XP operating system 日本語版 一 WindowsXP 

• Microsoft ® Windows ® Millennium Edition operating system 日本語版 一 WindowsMe 

• Microsoft 抵 Windows ® 98 operating system 日本語版 一 Windows 98 

• Microsoft ® Windows ® 95 operating system 日本語版 一 Windows 95 

• Microsoft ® Windows ® 2000 operating system 日本語版^ Windows 2000 

• Microsoft ® Windows NT ® operating system Version 4.0日本語版^ WindowsNT 4.0 

• Windows Server 2003. WindowsXP 、 WindowsMe 、 Windows 98、 Windows 95、 
Windows 200 0 、 WindowsNT 4.0 の総称一 Windows 
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Copyright 200己年 Electronics for Imaging ， Inc . 

All rights reserved . 

本書は著作権により保護されており、著作権に関わる全ての権利が留保されています。曰 ectronicsfor Imaging, Inc. の書面じよる承諾がない塌合は， 
本書で許巧が明示してある塌合を隙き、目的，手段を問わず本書のいかなる部分も、その複写や伝達を禁じます。本書の内容は予告なしに変更ずるこ 
とがありまず。また， Electronics for Imaging, Inc. はその内容についての責任を表明ずるものではありません。 

本書で説明するソフトウエアは使用許可にもとづいて提供され、使用許可案件に従って使用または複製ずる場合に限リ許巧されるものとします。 


Patents： 4,716,978,4,828,056,4,917,488,4,941,038, 5,109,241, 5,170,182, 5,212,546. 5,260,878,5,276,490,5,278,599,5,335,040, 5.343,311, 
日，398,10ス5,424,754, 5,442.429, 5.459,560, 5,467,446,己，己06,9461 5,517.334, 5.537,516, 日，日43,940, 5.553,200, 日，己63,689, 5,565,960, 
5,583,623,己，己96,41目，日，目1己，314,己，目19,624, 5,625,712, 5,640,228,日，郎目，436,己，74日，肋ス日，760,913, 5,799,232,日ぶ18,64己，5,835,788, 
5,859,711,己，867,179,日，940,186,己，9日9,86ス日，970,174,己，982,93ス5,995,724,目，002,79己，6,025,922, 6,03日，103,目，041,200, 6,06己，日41, 
6,112,66日，目,116,70ス民122140ス目1134,018, 6,141,120, 6,166,82 1. 6,173.286, 6.1 8日，33己，6,201,614, 6,215,562, 6,219,155, 6,219,659, 
6,222,641,目，224,048, 6,225.974, 6.226,419, 6,238,10日， 6,239,895. 6,256.108, 目ぶ目9,190, 6,271,93ス目，のを9日1, 6,279,009, 6,289,122, 
6,292,270,目ぶ99,063, 6,310，朗7,目，321,133, 6,3の，0が，6,3の，0如，6,327,052,目，330,071, 6,330,363, 6,331,899,目，340,97日，6,341,017, 
6,341,018, 6,341,30ス6，％ス2己6,目1348,978, 6,3日6,3日9, 6,3目6,9181 6,369189日，目 1381,036, 6,400,443, 6,429,949, 6,449,393, 6,476,927, 
6,490，朗6,目,己01,日6日，6,5 19.053, 目,日39,323, 6,543,871,6,546,364, 6,549.294, 目,巳49,300, 6,日日0,991,6,552,815, 6,559,958, 6,572,293, 
6,590,676,目，606,1能，目，目33,396, 6,636,32目，目，日43,31ス目，目47,149, 6,6己7,741, 6,662,199,目，目78,0目8, RE 33,973, RE 36,94ス D： 341,131, 
D406,1 1ス D 416,550, 0417,864, D 419,185, 0426,206, D 439,851, 0444,793. 


商標 

Bestcolor. Color 邮 ise、Command Workstation. EDOX、EF し Fiery、 円 ery □ゴ， Fiery Driven. Rip-While-Print. Spot-On は、米国特許商標庁 
および/またはその他諸国における曰 ectronics for Imaging, Inc. の登録商標です。 


AutoCal « AutoGray、Best、Best □ゴ、 Changing the Way the World Prints. ColorCak Device に、 Doc 巨 uilder、Doc 己 uilder Pro 、 DocStream、 

E 円□ゴ、 EF に OLOR、E 円 Color Profiler、E 円 Production System, EFI Scan 目 uilder. Everywhere You Go 、 Fiery Driven □ゴ、 Fiery X2、Fiery 
X2e. Fiery X2-W. Fiery X3e. 円 e「yX4、Fiery ZX. 円 eryZ4、 円 eryZ 日、円 e「yZ9、Fiery Z16. Fiery Z18, Fiery Document Workstation, Fiery 
Downloader、Fiery Driver、Fiery FreeForm> 円 eryLink、Aery Prints、Fiery Print Calibrator、Fiery Production System、Fiery Scan、Aery 
Scan 目 uilder、Fiery Spark. Fiery Spooler 、円 ery Weblnstaller、 円 eryWebScan、Fiery WebSpooler. Fiery WebStatus« Fiery WebTools, Intel¬ 
ligent Device managementDZf. Memory Multiplier. NetWise、PrintMe、PrintMe □ゴ、 PrintMe Enterprise 、 PrintMe Networks、RlPChips, 
ScanBuilder、Splash、Splash □ゴ、 Unimobile、Unimobile □ゴ、 Velocity、Velocity 己 alance、Velocity Build« Velocity Design> Velocity Estimate. 
Velocity Exchange 、 Velocity OneFlow、Velocity OneFlow □ゴ、 Velocity Scan> Visua に al は、 Electronics for Imaging, Inc. の商標です。 


Adobe、Adobe □ゴ、 Adobe Illustrator、PostScript、Adobe Photoshop 、 Adobe PageMaker は Adobe Systems Incorporated の商標であり、 
—部管轄地域では登録されています。 Apple、Apple □ゴ、 AppleShare、AppleTalk, EtherTalk, LaserWriter. Macin 仿 sh は Apple Comput;er, Inc. 
の登歸商標です。 Microsoft、MS、MS-DOS, Windows は米国およびその他諸国における Microsoft の登録商標です。ずの他の用語や製品をはを 
なの商標や登録商標である場合があり、本書じより承諾されていまず。 


法律上の注意 

ソフトウエアまたはユーザマニュアルじ表示される P 冉 NTONE® カラーは . Pan 扣 ne, IncOU 下 Pantone 社)が定義ずるカラーと一致しないことがあり 
まず。正確なカラーを確認ずるには、最新の P 冉 NTOKE カラー化版物を参照してください。 P 冉 NT 日 NE® およびその他 Pantone 社の商標は Pan 记 ne 社 
の所有物です。 ©Pantone, Inc., 2003 


Pantone 社は、 Electronics for Imaging, Inc. の製品またはソフトウエアと併用ずる場合のみ Electronics for Imaging, Inc. に認可ずるカラーデータおよ 
ひ7またはソフトウエアの著作権所有者です。 Electronics for Imaging, Inc. の製品またはソフトウエアを配付する場合を除いて. PANTONE カラー 
データおよび/またはソフトウエアを他のディスクまたはメモリにコピ~することは禁止されています。 


本製品じは、 Apache Software FoundationChttp：//www.apache.org/) [こより開発されたソフトウエアが細み込まれていまず。 

限を権利集項(米国におぃてのみ適用） 

防衛機関の塌合：限定権利案項。使用.複写.開示は2日 2.227.7013 の技術データとコンピュータソフトウェアの案女の補助案項 (c)(1) (ii) じ規定 
した限定内容に従うものとします。 


民間機関の場合：限定権利矣項。使用、複写、開示は 52.2 の-19の商業コンピュータソフトウェア限定権利のを文の補助条項 (a) から (d) に規定し 
た限定内容、および本ソフトウェアに関ずる Electronics for Imaging, Inc. の基準商業契約に規定した限定内容に従うものとします。文書に記載され 
ていない権利は、合巧国の著作権まじちとづいて留保します。 
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使用許諾契約 

重要。お客様へのお願い 

プリンタの付属の CD - ROM には株式会せ沖データが提供するプログラム（攻下、 OKI ソフトウエアという）とイ ー• エフ-アイお式舍おが 
提供するプログラム化ソ下、 EFI ソフトウエアという）が含まれています。 

パッケージを開おする前に下記ソフトウエア使用許諾契約書を化ずお読みください。 

お客様がこのパッケージを開封された場合には、本契約に同意いただいたものとみなします。 

もし、本契約の条項を承諾いただけない場合は、ホ開封のまま速やかにお客様が購入された販売店に返巧してください。 


株式会社沖データソフトウ I ア使用許諾契約 


使巧許諸契約 

プリンクに付属の CD-ROM に含まれているプ□グラムおよびドキュメンテーションは巧ま会社沖データ似下、沖データという）が提おする 
ものでず。プ□グラムおよびドキュメンテーション ( U 下.総称して日 KI ソフトウェアという）をお巧いになる前に、 U 下の項目をお読み下 
さい。 

プ□グラムをインストールした時点で、お客様は、沖デーなとの間で本契約が成立し、本契約窠項の拘束を受けることじ同意したものと見 
なされます。 

1 . 使用範囲 

お客様は、 OKI ソフトウェアに対応する沖デー女プリンタを巧有する塌合に限 y 、 当該プリンクに直接またはネットワークを通じて接 
渝される權数のコンピュータにプ□グラムをインス!ルして、 OKI ソフトウェアを使用することができます。また、お客様は.バッ 
クアップの目的として OKI ソフトウェアを一部權製することができます。 

2. 財産権および義務 

(1) 日 KI ソフトウェアおよびその複製物の著作権、版権、所有権は沖データまたは沖デ ークの ライ センサー にあ y ます。 日 KI ソフトウェ 
アの構成、編成，コードは沖データの業務上の重要な機密事項をび機密情報にあたります。 日 KI ソフトウェアは米国及び日本国の 
著作権まな6びに国際藥約あびその使用される国において適巧される法律の保護を受けており、書籍その他の著作物と同じに扱わ 
れなければなりません。 

に）第1案に定めた複製を陈いて、日 KI ソフトウェアの一部または全部の複製、貸与、レンクル、リース、譲渡、使巧許諸することはで 
きません。 

(3) お客様は日 KI ソフトウェアを、修正、改蛮、翻訳、リバースエンジニアリング、逆コンパイル、逆アセンブルしないことじ同意し 
ます。 

(4) お客様【こは本契約で認め6れた権利を隐き、 OKI ソフトウエアに関するいかなる権利もが与されません。 


3. 期間 

(1) お客様への OKI ソフトウェアの使用許諾は、本契約が解隐されるまで有効です。 

(2) お客様は、日 KI ソフトウェアおよびその複製物を全て破棄および消去することによ y 、 本契約を解除することができます。 

(3) お客様が本契約の案件に違反した場台には、沖データは、お客様に対してライセンス契約の解除を行うことがあります。この穂な 
解除が行われた場含には.お客様は OKr ノフトウエアおよびその權製物の全てを破棄および消去し、日 Kr ノフトウエアの使用を中止 
するちのとします。 


4. 保証 

(1) 沖データなび沖デークのライセンサーは、本ソフトウェアに関して、 U 下のことを含む一切の保証をするものではありません。 

-本ソフトウェアを巧用する事によってお客穂の要望する性能または結果が得6れること。 

-本ソフトウェアにおおがないこと。 

-第兰者の権利を侵害していないこと。 

-特定の目的に適合していること。 

(2) 本ソフトウェアは、予告なく玻良、蛮要することがあ y ます。 

己.責任の限定 

ミ中デー女なび沖デ ークのライ センサーは、日 KI ソフトウェアによって生じる、いかなる直接的、間接的.派生的な損害、損失に対して 
も、沖データがたとえそのような損害の発生の可能性【こついて知6されていたとしても、また、それ6の損害についての請求が不法巧 
為(過失を含むがこれに限定されない)に基づくものであれ、その化の如何なる法律上の根拠に基づくものであれ、適巧まで認め6れる 
限り、お客様に対して一切責任を負わないものとします。また、日 KI ソフトウェアまたは日 KI ソフトウェアじ閱連して生じた、第兰者か 
6なされるいかなる請求についても、沖データ及び沖データのライセンサーはお客様に対して一切責任を負担しないものとします。 

6. 準拠法及び輸出管理規制 

日 KI ソフトウェアについての使巧許諾契約に閱しては、契約の成立も含め日本まを準拠まとします。本契約は国際物品売買契約じ関す 
る国連条約には準拠しないものとし、その適用は明示的に排除されます。 
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もし、本契約の一部が無効で法的拘束力がないとされた場合には、本契約の他の部分の有効性には影響を与えず、他の部分は有効かつ 
ま的拘束力をもつものとします。 

日 KI ソフトウェアは、米国および日本国の輸出管理法、その他の閱連ま令■規則で禁止されている国へは輸出されないものとし、また 
かかるま令-規則で禁止されている態様で巧用されないものとします。お客様は.適切な米国なび日本政府の輸出許巧を得ずに OKI 
ソフトウェアや OKI ソフトウェアか6作6れた製品を輸化.再輸出しないことに同意します。もし.お客様がこの集項に違反された場 
合、自動的にこの契約は解除されるものとします。 

マ.^壬?ぶらぉこ 

お客様は、本契約を読んでこれを理解したこと、および本契約がお客様に対する日 KI ソフトウェアのライセンスじついて沖デークとお 
客様との間の事前の□頭、書面またはその他の通信手段による一切の合意に優先するお客様と沖データとの間の完全かつ唯一の合意で 
あることを確認します。また本契約に基づくお客様の義務は、本契約に基づいてライセンスされる権利の保有者すべてに対する義務を 
構ぶするものとしまず。 


イー.エフ. アイネ朱ま会社ソフトウエア使用許諾契約 


ソフトウェア使巧許諸契約 

本ソフトウェアをご使用【こなる前に必ず政下のソフトウェア使用許諾契紛 j ： rF 、 本使用許諾契約)をお読みください。 EFr ノフトウェア ( U 下、 
本ソフトウェア)を使用されるお客様は、ま人/個人に化らず本使用許諾契約に同意する必要があります。本使用許諾契約は、 E 円ソフトウェ 
アに関するお客様と Elect の nicsfor Imaging , Inc . 似下、 EFI ) との圍のま的合意事項となります。本使巧許諾契約に同意する場合、「同意する」 
をクリックしてください。同意しない場合、「同意しない」をクリックし、ソフトウェアのインストール、複製、巧巧をしないでください。 


Windows Me /98 巧 Pos 怯 cript ( R ) プリンタドライバ 、 Windows NT 4.0 用 PostScript ( R ) プリンタドライバ 、 Windows 2000巧 PostScript 
(のプリンタドライバ ， Windows XP 用 PostScript ( R ) プリンなドライバ 、 」ob Monitor、Command W 曰 rkStation 4 、 ColorWise Pro Tools . 
Fiery Downloader 、円 ery Printer Delete Utility 、 HotFolder、Fiery Spooler , CWS LE . WebTools , ICC profiles , PPD for OS 9 and X 、 
Fiery Job Notes Aug In は EFI が提供するものです。 

r 同意する」ボタンをクリックし、または本ソフトウェアをインストール、複製、あるいは使巧することじよ y 、 お客様は本使用許諸契約に 
従うべき義務を負うことになります。本使巧許諾契約に従いたくない場合、「同意する」をクリックしないでください。また、本ソフトウェ 
アをインス!-ール、複製、あるいは使巧しないで<ださい。この場合、お客様は、お買い上げ日より30日 _!:>([ 巧にレシート等ち化い証明を添 
がしてお買上げ販売店に未使巧の本ソフトウェアとその全同栖物を返却して、全額化戻しを受けることができまず。 

ライセンス 

EFI は、お客様に、お買上げいただいた本ソフトウェアの使用について、本使用許諾契約の案項のみに従い、 E 円製品説明書に明記されたと 
おりに、かつ E 円製品説明書に明記された製品 ( U 下、本製品)のみにつき、限を的、非独占的なライセンスを与えます。 

本使巧許諾契約【こおける r 本ソフトウェア」とは、 EFI ソフトウェアおよび EFI ソフトウェアに閱する一切の文書、ダウン□-ドしたもの、才 
ンライン上のコンテンツ、バグフィックスプ□グラム、パッチ、リリース、リリースのを意事項を記載した女;書、アップデートプ□グラム、 
アップグレードプ□グラム、テクニカルサポート提供物、およびその他の情報を意巧します。本使巧許諾契約の菜項は、お客様によるこれ 
6アイテムの一切の使用に適用があり、効力を及ぼします。ただし、アップデート、リリースまたはアップグレード樹こ、 EFI は書面による 
追ぶ契約事項を与えることがあります。 

本ソフトウェアはライセンス供与される电のであり、販売されるものではありません。お客様は. EFI 製品説明書に記載されたを用目的での 
み、本ソフトウェアを巧用できるものとします。お客様は、本ソフトウェアのレンタル、リース、サフライセンス、貸出し、またはその他 
の方までソフトウェアを配付することはできません。また、ネソフトウェアを時分割サービス、サービス機関、または類似のお態で巧用す 
ることはできません。 

お客様は、本使巧許諾契約にて許容される目的のためにバックアップまたはアーカイブ-コピーを1部作成することができますが、それ]: 
外に本ソフトウェアまたはその一部【こついて、いかなる複製も作成することはできません。ただし、いかなる場合であっても、本製品のコ 
ント□ーラボードまたは八ードウェアの任意部分に含まれるソフトウェアについては、いかなる權製を作成することもできません。お客様 
は、本ソフトウェアのいかなる部分についても.□一カライズ、逆アセンブル、デコンパイル、解読、リバースエンジニアリング、ソース 
コード解読.改変、派生製品の作成、その他いかなる変更も、しないことに同意するものとします。 


知的財産権 

お客様は、本ソフトウェア、全ての EFI 製品、およびその權製物、変更物、派生物についての、あ6ゆる知的財産権を含む全ての権利、所有 
権および利益は、 EFI とその供給元のみが保有することを認 r 識し、これに同意するものとします。本使用許諾契約で明示された限定的ライセ 
ンスを隐いて、いかなる権利もライセンスも与えられません。お客様は、いかなる特許権、著作権.営業秘密.商標(登録、ホ登録を問わ 
ず)、またはその他の知的財産権もちえ6れません。お客様は、いかなる EFI の商標や商号またはそれ6と類似したもしくは混乱を生じさせ 
るようなあらゆるマーク、 URL 、 インターネットドメインをまたはシンボルを.お客様ご自身、その閱係会社または製品の商号として操巧 
し、登録し.または登録を試みないことに同意するものとします。また. EFI サその供を含元の商標権を損なうような、その他のいかなる行為 
をもしないことじ同意するものとします。 
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守秘義務 

本ソフトウェアは、 EFI 専有の秘密情報であリ、お客様は他に配布-開示することはできません。ただし、次の場合に限 y 、 本使巧許諾契約 
上のお客様の一切の権利を他人または他の法人に譲ミ度することができます。 （1) その譲渡が、適巧ある全ての輸出関連法規一米国輸出管理ま 
を含む米国の法律および規則を含みます一により許され、に)お客様が、複製物、アップデート、アップグレード、媒体、巧刷文書、および 
本使用許諾契約を含めた本ソフトウェアの全てを第兰者に譲渡する塌合で、 （3) 譲渡の際、お客様がパックアップ、アーカイブを含む本ソフ 
トウてアの一切の權製物を保持せず、 （4) 譲'渡先の第互者が本使用許諾契約の全条項に同意する場合。 

ライセンスの終了 

本ソフトウェアを許可なしで使用、權製、開示した場合、あるいは本使用許諾契約について何6かの不履行があった場合、本ライセンスは 
自動的に終了し、 EFI は他の法律上の救済手段も利用可能となります。ライセンス終了の場合、お客様は本ソフトウェアまたはその構成部分 
の權製物の全てを破棄しなければなりません。その場合でも、本ソフトウェアに閱する守秘義務、保証の免責、責任限定、救済手段、損害、 
準拠な.裁判管轄権、裁判地、および EFI の知的財産権に関するネ巧用許諾契約の全ての条項は、ライセンスの終了體も効力を失いません。 

限定保証および免責 

EFI は、本ソフトウェアか* EFI 製品説明書の記載どおリに使巧される限り、お客様が受領されてか69日日間は、本ソフトウェアが実質的に EFI 
製品説明書の記載どおりに動作することを保証します。 EFI は、本ソフトウェアがお客様の特定の要求に適合すること、本ソフトウェアが停 
止せず、常にを定して動作を継備し、耐停止でエラーがおいことまたソフトウェアの欠陥は全て修正されることについて、何6の表明も保 
証もしません。また. EFI は.ネソフトウェア U 外の本製品もしくはサービス、または第兰者製の製品(八ードウェアまたはソフトウェア)も 
しくはサービスについて.明示的にも黙示的にも.その性能または信頼性を保証するものではありません。なお、 EFI が容認する第兰者製の 
製品 U 外の製品をインストールした場合、本保証は無効となりまず。 EFI が認める±易台を陈き、本ソフトウェアまたは EFI 製品を巧巧、改蛮. 
および/または修復した場合、本保証は無効となります。さ6に、事故、悪巧、誤使巧、異常使用、ウイルス、ワーム.すの化類似の外的要 
因じより本ソフトウェアに問題がおこった場合も、本限定保証は無効になります。 

適巧されるまにより許容される最大の範囲で、上記の明示的限定保証 ( r 限定保証」)を除き、 E 円は本ソフトウェア、本製品、および/または 
いかなるサービスーそれが明示的であれ黙示的であれ、法令に基づくものであれ、本使用許諾契約上のいかなる条項に基づくものであれま 
たはお客様とのコミュニケーション【こ基づくものであれ一についても、表明または保証をせず、かつお客様はそれを受けることができませ 
ん。 EFI は特に、安全性、商品性、特定目的に対する適合性および第兰者の権利侵害がないことを含む全ての黙示的保証、表明および条件か 
ら免責されます。ソフトウェアおよび/または製品が停止しないこと.常に安をして動作を継続すること、耐停止でエラーがないことじつい 
ては、いかなる表明も保証もありません。適用されるまにより許容される最大の範囲で.一切のソフトウェア、本製品.サービスおよび/ま 
たは適用ある保証に閱するお客様の唯一かつ排他的な救済手段、かつ EFI およびその供給元の責任の全ては、 EFI の選がによる （1) 限を保証に 
適合しないソフトウェアの修理もしくは交換、またはに)限定保証に適合しないソフトウェアの代金(もし支キムわれていれば)の返還です。本 
項に規定された場合を除いて、 EFI およびその供給元は、代金化戻し、返品、交賴、または同等の機能を提供するソフトウェアの提供は一切 
行いません。 

責任の限を 

適用されるまにより許容される最大の範囲で、お客様による本ソフトウェア、本製品、サービス、および/またはこの使用許諾契約に関する 
EFI またはその供給元に対する一切の請求は、それがどのような提訴内容である場合でち(契約責任、不法行為責任、法定責任またはそれ 
外のいずれであるかを問わず)、お客様が当認 EFI ソフトウェアに対してちキムった対価を超えないことに同意するものとします。お客様はこ 
の金額が、本使巧許諾契約の目的に適うものであることに同意し、またこの補償額は、 E 円および E 円の供給元による不法行為または過失に 
よって生じた損失や損害の公正かつ合理的な見積額であることに同意ずるものとします。適巧されるまにより許容される最大限の範固で、 
代曾ソフトウェア、代替製品、代替サービスの調達にかかる費用、利益の逸失またはデークの損失.第兰者か6の請求、その他特別な、聞 
接的、化を的、結果的.懲罰的またはが随的損害については.それが本ソフトウェア、本製品.サービスおよび/または本使用許諾契約に 
よって引き起こされたものであっても、 EFI およびその供給元は一切責任を負いません。この責任限定は、たとえ EFI およびその供給元が、 
そのような損害の可能性を知6されていた場合であっても適用されます。お客様は、本ソフトウェアの価格がこのリスク配分を反映したも 
のであることに同意するものとします。お客様は、上記の責任限定および免責事項が本使用許諾契約において最も重要な集項であり、これ 
62つの菜項にお客様が同意しない限リ、 EFI は本ソフトウェアの使用許諾を行わないことを認識した上で同意したものとします。 

米国の州や司法管麗区域の中には、本使巧許諾契約に定める責任の除外および/または限定の一部または全部を許さないところもあるため、 
上記の責任踪外-限走は、お客様に適用がないかもしれません。 

デラウェアま人である Adobe Systems lncorpo 「 ated(U 下 、 Adobe 社)(住所： 34日 Park Avenue , San Jose , California 95110-2704) 
は、ネ使用許諾契約が本ソフトウェア、フォントプ□グラム.書体、商標などお客様の使用に関する案項を含む限りにおいて、本使用許諾 
契約における第^者たる受益者です。上の窠項は Adobe 社の利益のために明示的に設け6れたものであり、 EFI にぶえ Adobe 社がこれを 
行使することができます。 Adobe なは、本項に記載されたいかなる Adobe 社製ソフトウェアおよび技術に閱しても、お客様に対して一切の 
責任を負わないものとします。 


輸化制限 

本ソフトウェアおよひ‘ EFI 製品には、米国輸化管理まを含む米国における輸化閱連の法律および規則が適用されます。本使用許誰契約で付与 
されるライセンスは、お客様が、米国における輸出関連法規を含む適巧ある全ての輸出関連法規に従うことを前提としています。お客様は、 
これ6の法規に違反するおで、本ソフトウェアおよび EFI 製品のいかなる一部も、使用、開示、配布、譲ミ度、輸化、巧輸化しないことに同意 
するちのとします。 
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政府による使巧 

ア如 J 力合衆国政府による本ソフトウェアの巧巧、權製、開示は、 FAR 12ぶにまたは DFARS の 7/7202-3 ぶの.のの-4に走:める規制に 
服し、かつ米国連邦まで要求される範囲において、 FAR 日2.227-14 、 Restricted Rights Notice(June 1987) Al 喊 nate lll ( gX 3 XJune 1987) 
または FAR 52.227 -19 (June 1987) 【こ定める最小限の限定権利 (minimum restricted rights ) に服しまず。巧術データは、本使巧許諾契約に 
従って提供される技術データの範囲内で、 FAR にぶ11および DFARS 2の.7102 -2 によって保護され、またアメリカ合衆国玻府により明示 
的にに要求される範囲で 、 DFARS 252.227.7015 (November 1995) および DFARS 252.227 -7037 (September 1999) に走める限定権利 
に服しまず。上述の規定が修正または化の法規により上書きされる場合.その禮の同等の規定が適用されるものとします。契約者をは Elec ¬ 
tronics for Imaging , Inc . です 0 

準拠まおよび管轄権 

本使用許諾契約の当事者の権利および義務は、あ6ゆる意巧において排他的に、カリフォルニア州まに準拠するものとします。従って、力 
リフォルニア州住民間でカリフォルニア州巧において成立する契約に対する法律が適用されます。国隙物品売買契約に関する国連集約およ 
びその他同様の藥約は本使用許諾契約には適用されないものとしまず。本ソフトウェア.本製品、サービス、および/または本使巧許誰契約 
に関連する全ての紛争については、お客様は、カリフォルニア州サンマテオ涨における州裁判所および：]ヒカリフォルニア連邦裁判所のみを 
戸斤轄裁半り所とすることに同意するものとします。 

一般案項 

本使用許諾契約はお客様と Electronics for Imaging , Inc . との完全合意を表したものであり、本ソフトウェア、ネ製品、サービス.本使 
巧許諾契約が規定するその他の事項に関する他のや y 取 y や広告に優先するものです。本使用許諾契約の一部の菜項が無効でも、それ6の 
案項はま的強制力を有するのに必要な範囲で修正されたとみなされ、また、それ]; J かの部分は完全な効力を有するものとします。 

ご不明な点があ y ました6、 E 円の Web サイト (WWW 础 . com ) を参照ください。 

Electronics for Imaging , Inc . 

303 Velocity Way 
Foster City . CA 94404 
USA 

Copyright ( c ) 2004-2005 Electronics for Imaging , Inc . All rights reserved . 


イー-エフ-アイ株式会社ソフトウェア使用許誰に関するが記 

イー■エフ-アイホま会社ソフトウェアを用許諾で言及している 「 E 円ソフトウェア」には、 E 円社製品に含まれている才ープンソースソフトウェ 
アは含まれてお5ず、また、イー■エフ-アイ株式会社ソフトウェア使用許諾は、オープンソースソフトウェアには適用されません。製品【こ 
含まれるオープンソースソフトウェアの使巧は.イー■エフ-アイ株式会社ソフトウェア使用許諾とは別に提供され.プリンタソフトウェア 
CD の OpenSrc フォルダ内の Readme . txt に記載の才ープンソースソフトウェア使巧許諾に準拠しなければなりません。本製品を使用すること 
は、プリンタソフトウェア CD の日 penSrc フォルダ内の Readme . txt に記載の才ープンソースソフトウェア使用許諾に示される条件を受諸した 
ことになります。 

オープンソースソフトウェア使用許諾の集件を受諾できない場合、購入曰か63日日 U 巧]:内に領収証と共に製品を購入された販売店にお持 
ちください。購入時にお支化いになった代金を全額返金致します。 


じ(上 


《Adobe Reader の使用について 

Adobe Reader は沖デークがアドビシステム社との契約にきづきお客様に配巧するものです。お客様は Adobe Reader に含まれているエン 
ドユーザー使巧許諾契約書に同意することにより.アドビシステム社か 6 Adobe Reader の使用を許諾されることじなります。 

※商標について 

Adobe . Adobe Reader および PostScript は米国およびその他の国における Adobe Systems Incorporated の商標または登録商標です。 
Windows . Windows NT は米国巧及び各国で登録された Microsoft Corporation の登録商標です。 

Macintosh は米国 Apple Computer , Inc . の登録商標または商標です。 

ColorWise . Command Workstation 、 EFI 、 Fiery は、米国特許商標庁および/またはその化諸国における曰 ectr 日 nics for Imaging , Inc . の 
登録商標です。 

Fiery Downloader . Fiery Spooler は 、 Electronics for Imaging , Inc . の商標です 0 
その他記載されている会社を、製品をは、各社の登録商標または商標でず。 
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カラーの管理 


本章では、 ColorWise カラー管理システムにおける設定ちま 
と、ジョブに合わせた設定の変更ちまについて説おします。 
また、 Pos 坛 cript レべル2および PostScript レベル3対応プリ 
ンタドライバの役割、 Windows と MacOS 用プリンタドライバ 
を使用したカラー管理じついて説明します。 
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ColorWise の主機能 


ColorWise は、 MLPro 9800 PS 内蔵のカラー管理システムです。孙こ、者および熟練者両方の二ーズに対 

応し、あ6ゆるジョブで優れたカラー化力を得6れる、柔較なシステムです。デフォルト設走のままで 

も、 Windows や Mac OS 上のほとんどのアプリケーションか6、適切にカラー化力を巧います。 

MLPro 9800 PS か6常じ一貢した出力を得6れるようにするには、定期的に MLPro 9800 PS のキヤリブ 

レーションを行うあ要があります 。 Fiery ColorWise ProTools ではカラー測走デバイスを使用して、簡 

単にキヤリブレーションを行う機能を提供しています。 

• D に、 Euroscale 、 SWOP などのオフセット Ep 刷標準カラーを CMYK カラーでシミュレートすること 
ができます。 

. PANTONE などのスポットカラーを実際の PANT 0 NE を使用したオフセット印刷に近いカラーで化力 
できます。 

• 「カラーの表現」の設定で、ビジネスグラフィックに適した鮮やかなカラー化力、写真など連続調画像 
に適したグラデーションの滑6かな化力、絶対カラーメトリックでの化力など、用途に応じて 、 RGB 
カラーの化力を変えることができます。 

• RGB カラーデータの ソース 情報をを義することにより、モニタでより正殖にカラーを表示し、 ソー 
スの情報げなくても適切にカラーをあを行えます。 

. RGB データを変換する隐、プリンタの色の再現域に合わせたり、化のプリントデバイスの色の巧現 
域に合わせることができます。実際に化のプリントデバイスじ接続し出力しなくても、さまざまなプ 
リントデバイスか6の化力結果を比較できるので便利です。またさまざまな出力を件で、 RGB デー 
夕がどのように化力されるかを比較することもできます。 

• カラー印刷業巧標準のに C プ□ファイルに対応しています。に C プ□ファイルを MLPra 9800 PS にダ 
ウン□ー ドすると、オフセット EP 刷やプリンタからの化力をシミュレーションできます。また、特定 
のモニタやスキヤナのカラーに合わせて出力することもできます。プリンタ用じに C プ□ファイルを 
カスタマイズすることもできまず。 

• MLPro 9800 PS - E で ColorWise ProTools の Calibrator 、 ColorEd け or 、 Pro 川 e Manager、Color Setup を使用するには、 
オプションの/、-ドディスクが'ぶ、要です。 

- ColorWise ProTools の Spot - On は MLP の9800 PS - X 巧び MLPro 9800 PS - S で利用できます。 
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カラー管理オプション 


MLPro 9800 PS の化力するカラーを次のち法で管理できます。 

オフ ィ スアプリケーシヨンでは通常 RGB のデータを作成し、デザイン関係のアプリケーシヨンでは 
CMYK データを作成するのが一般的です。また、 PANT 0 NE などのスポットカラーを含むデータもよく 
使われます。同ーファイルの同ーページ上に、 RGB 、 CMYK 、 スポットカラーが混在する場合もありま 
す。 MLPro 9800 PS では、さまざまな色空闇の混在したファイルを出力する際にもそれぞれの色空閨の 
化力を適正に調整ずることを可能にしています。 

MLPro 9800 PS カラー管理システムのカラーデータ変換設定は、プリンタドライバの ColorWise 設をで 
巧います。 


^1^ PostScripts では、 ソース 色空間が RGB である場を 、 「RGB ソース プロ ファイル」 の設ホが、すべての CIEA 日 C 空間のカラー 
^ に適用されます。また 、 Adobe Photoshop のポストスクリプトカラー管巧を利巧して 、 CIE DEFG おホの CMYK データを 
MLPro 9800 PS に送った場合、通甫 RGB データのみに適用される MLPro 9800 PS の「カラーの表現」の設定:が、 CMYK のデー 
夕にも適用されます。 

ColorWise オプションのほとんどは 、 Fiery ColorWise ProTools の Color Setup でデフォルト值を設定 
できまず。また、それ6は MLPro 9800 PS にジョブを送る隐に、プリントオプションで上書きできま 
す。製品化荷時のプリンタの初期設を値の詳細じついては、『設を管理ガイド』および 『 PS 印刷ガイド J 
の r 付録 A 」 を参照してください。 
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ColorWise オプシヨンを設定ずる 

プリンタドライバ ColorWise オプションについて説明します。 


CMYK シミ ユレーシヨ ンプ□ファイル 

「 CMYK シミュレーションプ□ファイル」オプションは、 MLPro 9800 PS でオフセツト印刷の巧正化力、 

または他のプリントデバイスのシミュレーションを巧う場合に指をしまず。 CMYK データがどの印刷標 

準または他のプリントデバイス用に色分紹されたかにより、 「 CMYK シミュレーションプ□ファイル」才 

プションで選択すべきプ□ファイルが異なりまず。このオプションは CMYK データのみに適用されます。 

.DIC(EFI) -大日本インキ化学工業株式会社ののに標準色」におい色空聞を定義します。 D に用にを 
分解された画像を化力する場合に逞択します。なお、詳細は、本マニュアルの付録 C を参照ください。 

.TOYO Offset Coated 2.0 -ままインキ製造株式会社の東洋インキ標準をコート紙におい色空圍を 
定義しまず。なお詳細は、本マニュアルの付録 D を参照ください。 

• JMPA ver.2(EFI) - CMYK カラーが雑誌広告基準カラー用におい色空園を定義します。 

• Japan Color 2001 type 1 —」apan Color 用におい色空聞を定義します。 

• Euroscale(EFI) -ヨー□、ソパの Ep 刷標準においを空園を定義しまず。 Euroscale 用にを分解された 
画像を化力する場合に選択します。 

• SWOP-Coated(EFI) 一 米国の印刷標準においを空閨を定義します。 SWOP - Coated 用に色分解され 
た画像を化力する場合に選択します。 

• シミュレーション -1 〜シミュレーション- 10 — カスタムシミュレーションに使用します。たとえ 
ば、に C プ□ファイルなどのカスタム色分紹で変換した画像には， MLP の9800 PS 上の対応するプ日 
ファイルを逞択します。 

に C プロファイルを使巧して色々解された画像を適切にシミュレートするには、 MLPro 9800 PS に同一のプロファイル 
^9^ をダウンロードする'丘、要があります。プロファイルのダウンロードの手順は、48ぺージ「プロファイルのダウンロード」 

を参照してください。 

メェ - PS ドライバでは、「双で向通信」が選択してある場合、 「 CMYK シミュレーシヨンプロファイル」に、 MLPro 9 如 OPS に 
ダウンロードされている各カスタムプロファイルをが表示されます。 

. PS ドライバでは 、 Fiery ColorWise P の Tools で作成したシミュレーシヨン用のカスタムシミュレーシヨンプロファイ 
ルをずべて表示することができます。カスタムシミュレーシヨンの数は、 MLPro 9800 PS の HDD の空き容量によって 
も制眼されます。 

• なしーシミュレーションは適用されません。キャリブレーションは適用（反巧）されまず。 

. ColorWise オフーシミュレーシヨンは適用されません。また、キヤリブレーシヨンも適用很恥さ 
れません。 


CM 丫 K シミ ユレーシヨ ン方法 

「 CMYK シミュレーシヨンプ□ファイル」で「なし」、 「 ColorWise オフ」 W 外を選択した場合のシミュレー 
シ ヨンち法を指走します。 

• クイック ー CMYK それぞれに1種類のトランスファー巧線が適用され、化力濃度のみが調整されます。 

. フル（ソース GCR ) — をカラーの出力灌度に力□え色相調整用のカラーメトリック変換も行われるた 
め、より正おなシミュレーシヨンが適用されます。また、に MYK シミュレーシヨンプ□ファイル」指 
をのブラックインクの情報が利用されまず。ここで指走したプリントデバイス用のカラー枝正を印刷 
する場合に、この項目を違択します。 

「フル（ソース GCR )」 ではブラックカラーが別に調整され出力されます。スキヤンまたは Adobe 
Photoshop などのアプリケーシヨンでブラック生成 ( UCR * / GCR ) を使用し色分解されたデータ用 
に違択してください。 
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• フル （出力 GCR ) -「フル（ソース GCR )」 と同様のシミュレーシヨン方法が適用されます。このオプ 
シヨン項目では、「化カプ□ファイル」指走のブラックインクの情報が利用されます。 MLPro 9800 PS 
で最終化力する場合にこの項目を違択します。 

「フル(化力 GCR )」 では、 K 版がいったん CMY 版に組み込まれた後、化カプ□ファイルにより CMYK 
に分版されるため、 CMY と K の比率は保持されません。ブラックのテキストとグラフィックは 
CMYK 4 色を使った合成ブラックで化力されます。この方法では、 ColorSync などに C プ□ファイル 
を用いた一般的なカラーマ 、ソチ ングとの互換性が高くなります。 


RGB ソース プ□ファイル 

「 RGB ソースプ□ファイル」オプションは、書類内の RGB データのソース色空圍を定義する際に使用し 
ます。ここで指をずる設をは、他のカラー管理システムで指定したソース色空閨のプ□ファイルを書き 
換えまず。一般的に使用されるモニタ色空園のファイルは、ドライバや FieryColorWi 洗 ProTools の Pro - 
file Manager に人っていまず。スキャナのプ□ファイルなど特定色空圍をイま用する場合は 、 Fiery 
ColorWise ProTools の Profile Manager を使用してダウン□—ドしてください。 

「 RGB ソースプ□ファイル」オプションで r なし」とが卜を達択すると、 MLPro 9800 PS で RG 己データの処 
理をコント日ールできます。この場合 MLPro 9800 PS は，データに設定されたソースを空園のを義や、 
アプリケーションやドライバのカラー管理システムのプ□ファイルを書き換えます。たとえば 、 MacOS 
の ColorSync の設赴ん 「 RGB ソースプ□ファイル」設をで書き換え6れまず。他の場所で指をしたソー 
スを空園を書き換えたくない場合は，ここで r なし」を選がしてください。 

W 下に、 MLPro 9800 PS の RGB ソース 色空圍じついて説おしまず。 

• EFIRGB- EFI を義の色空閨です。ファイルに RGB データの詳細な情報がない場合に最適です。 

• sRGB(PC) 一 Windows 対応モニタ巧の ソース 色空閨を指をします。 

• Apple 標準 一 MacOS 対応モニタ巧の ソース 色空閨を指をします。 

. カスタム ー RGB ソース プ□ファイル巧の値 t ガンマ*」、 「 RGB 色度座標*」および r 白を点*」オプ 
ション）を個別に指をできまず。 

• ソース - 1 〜 ソース - 10 - MLPro 9800 PS 1 こダウン□-ドされている RGB プ □ファイルのソース色 
空園を指をします (RGB ソース プ □ファイルの ダウン□ー ドについては、「第3章 ： Fiery ColorWise 
ProTools 」 を参照してください）。 

Windows 用 PS ドライバで r 双ち向适信」げ逞択されている場合、各プ□ファイルをのメニュー欄に、 
MLPro 9800 PS にダウン□ー ドされている各カスタムプ□ファイルをが表示されまず。 MacOS 用ド 
ライバでは、カスタムプ□ファイルは r ソース-1」〜 r ソース-10」と表示されます。 

• なしーアプリケーションなどで指定したソース色空園を書き換えたくない場合に達択します。 
この場合ファイルの種類によって化カカラーが微妙に異なります。たとえば 、 RGB EPS と RGB TIFF 
に対して， MLP の9800 PS カラー管理システムは異なる変換方法を適用します。 

-ソース 色空聞情報を含む Pos 怯 cript RGB データ （RGB EPS ) には，「カラーの表現」オプショ 
ンでの指を （17 ページ参照)に基づ < カラー変換が適巧されます。 

-非 PostScript RGB データ （RGB TIF 円および ソース 色空閨情報のない Pos に cript RGB デー 
夕 （RGB EPS ) には、适常の UCR / BG ( Under Color Removal/Black G 飢 eration ) 変換が適用 
されまず。 
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RGB 色分解 

このオプションは RGB データを、シミュレーション用の CMYK またはプリンタ用の CMYK のどち6の 
CMYK を空閨に分紹するかを指をします。 

「化力」または r シミュレーション」を指走しまず。 r 化力」は、 RG 己データをプリンタの色空園に変換しま 
す。「シミュレーション」は、オフセット印刷機など別のプリントデバイスの色空圍のシミュレーション 
を行います。たとえば、高質なに C プ□ファイルで化力できるプリントデパイスがある場合、そのプリ 
ントデパイスをシミュレートした化力を MLPro 9800 PS から得られます。 

RGB 色分解機能は，特にオフセット印刷するジョブの巧正化力で重まします。 RGB データを実際に 
CMYK に変換ずる前に、複数のプ□ファイルで化力して結まを比べることにより、最良のちまで CMYK 
へ変換することが可能になりまず。 

「 RGB 色々招」オプションは、「出カプロファイル」または 「 CMYK シミュレーションプロファイル」オプションと併巧して 
〈ださい。 

• 出力 一「化カプ□ファイル」オプションで r プリンタの初期設定」が選択されている場合は、 RGB デー 
夕はプリンタの CMYK 色空園に変換されます。「化力- 1」~ r 化力-10」が逞択されている場合は、プ 
リンタ用に作成もしくは編集された化カプ□ファイルの CMYK 色空園に変換されます。 

• シミュレーション ー RGB データは、 「 CMYK シミュレーションプ□ファイル」オプションで選択さ 
れている CMYK シミュレーシヨンプ□ファイルによる処理と、化カプ□ファイルによる処理によって 
CMYK 色空聞に変換されまず。 


色分解の組合せ 

一部のアプリケーションで作成した色分解データを、このオプションを使用し組み合わせるかどラかを 
指定します。この機能を使用すると、色分解フィルムを使ったプレス印吊 U の試し刷りができます。これ 
により、オーバープリントやトラッピング、その他の色刷り印刷の効果を、色分解フィルムの作成前に 
確認し校正することができます。また、ほ解像度のマスターファイルを印刷するかわりに、デスクトッ 
プカラーセパレーションの CS ) お式ファイルを組み合わせた、フル解像度の印刷ができまず。 

特色の分版合成はできません。 

このオプションは、 QuarkXPress や Adobe PageMaker などでサポートされていまず。このオプショ 
ンでの設定を有効にずるじは、ジョブ巧刷時にアプリケーションで、コンポジットではなく色分解、ま 
たは DCS 形式の巧刷を指定する必要があります。 

Adobe Photoshop、Adobe Acrobat Professional でみ版出力したジョブは、色か辭の組合せを「オン」に設定して印刷して 
^ Sr も、備合成で出力することができません。 
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カラーの 表現 

「カラーの表現」オプションでは、カラーを蜘こ使用するレンダリングち法を指走します。 MLPro 9800 PS 
は、 EP 刷業界標準のに C プ□ファイルに対応した4つのカラーの表現を提供しています。を々のカラーの 
表現は用途別に設計されていて、それぞれ色の再現域へのマッピングちまが異なります。次に各レンダ 
リング方法とその適切な使用ち法を説おします。 


MLPro 9800 PS 
カラーの表現 
(CRD) 

内容 

用途 

対応する 

に C レンダリング 
方法 

連続調 

画像の正殖なをよりち色調関係の 
保持を優先させます。プリンタの 
色再現域外の色の化力は适常 r ビ 
ジネスグラフィ、ソク」に比べてあ 
度のほいものになります。 

連続階調の写真画像（スキャン 
画像やフォト CD 画像を含 
む)。 

「イメージ」、 
「コントラス 
卜」 

ビジネス 

グラフィック 

鮮やかなを度の高いカラーを作成 
します。このカラーの表現は化力 
カラーとモニタ表示カラーを正殖 
にマ、ソチさせようとはしません 
が、鮮やかな濃度の高いカラーを 
提供します。同時に、連続階調の 
写真画像に対しては、「連続調」 

と同じち法でマツピングします。 

プレゼンテーション資料用の 
アートワークやグラフ。同じ 
ページに写真画像がミ昆在してい 
てちかまいません。 

「鮮やかさ」、 
「グラフィッ 
ク」 

相がカラー 
メトリック 

RG 己ソースプ□ファイルで定義 
された白を点値とは異なる相対的 
な白色点を使用します。たとえ 
ば、モニタ上の青みがかった灰色 
は、灰色で化力されます。裁ち切 
りしないジョブを化力する隐、縁 
がノ V ソキリずるのを防ぐことがで 
きます。 

モニタ表示カラーを正おに出力 
したい場合、書類巧の白色に用 
紙の白色を使用したい場合。 
PostScript カラー管理で、ソー 
ス色空間の定義を伴う CMYK の 
データに適庙してシミュレー 
ションを行いたい場合にも使用 
しまず。 

相対カラー 
メトリック 

絶がカラー 
メトリック 

RG 己ソースプ□ファイルで定義 
された白色点値を使用します。た 
とえば、モニタ上の青みがかった 
灰色は、青みがかった灰色そのま 
まの色巧で化力されます。 

モニタ表示カラーを正おに出力 
したい場合や裁ち切りしない 
ジョブを出力する隐に縁が八、ソ 
キリしてわかまわない場合に使 
用します。 PostScript カラー管 
理でソース色空聞の定義を伴う 
CMYK のデータに適用してシ 
ミュレーションを行いたい場合 
にも使用します。 

絶対カラー 
メトリック 
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出カプ□ファイル 

目口刷ジョブのすべてのデータにここでの設をが適用されます。デフォルト出カプ□ファイルは、 
MLPro 9800 PS のカラー特性を記述したデータ、およびキャリブレーションターゲットで構成されてい 
ます。 

特別なカラー》力まを得るために> Aery ColorWise ProTools の Color Editor を利巧して、デフォルト出! 
カプ□ファイルを編集（カスタマイズ)することができます (41 ページ参照)。この場合、印刷ジョブの 
すべてのデータに新しいカスタム化カプ□ファイルが適用されます。キャリブレーションターゲット 
は、 MLPro 9800 PS に基づいて作成されているため、プ□ファイルのみを変更してもキャリブレーショ 
ンターゲットには影響ありません。ただしあ要であれば、キャリブレーションターゲットの最大濃度値 
( Dmax ) を独立して編集できます。 

Aery ColorWise ProTools の Profile Manager を使用して、独自の出!カプ□ファイルを MLPro 9800 PS 
にダウン□ー ドすることわできます (48 ページ参照)。ダウン□ー ドされた化カプ□ファイルは、最初は 
デフォルトキャリブレーションターゲットと圉連して使用されますが、上述のように、キャリブレー 
ションターゲットの最大濃度値 ( Dmax ) は編集巧能です。 

Windows 用 PS ドライバでは、「双ち向适信」が運択してある場合、「化カプ□ファイル」のメニュー欄に、 
MLPro 9800 PS にダウン□-ドされているをプ□ファイルをが表示されます。 MacOS 用ドライバでは、 
カスタムプ□ファイルは r 出!力- i 」~ r 化力-10」と表示されます。 


スポットカラーマッチング 

このオプションでは、スポットカラーを化カプ□ファイルを使用して変換するか、アプリケーションの 
定義に従って変換ずるかを指定します。 

• オンー MLPro 9800 PS 巧蔵の色分解テーブルをもとに、 MLPro 9800 PS の色の再現域内でできる 
だけ正砲こスポットカラーを CMYK データに変換しまず泡分解テーブルは、化カプ□ファイルごと 
に作成されまず）。 MLPro 9800 PS では 、 Fiery ColorWise ProTools の Spot - On でを義されたスポッ 
トカラー用の CMYK 値が使用されます。 

醜の色々辑テ-ブルでを養されていないスポットカラ-は CMYK カラ-として処理されます。 

• オフーアプリケーションでのを義に従って、スポットカラーは CMYK データとして処理されます。 
この時 CMYK シミュレーションの設定が反巧されます。 

スポットカラーを含んだジョブの場合、印刷標準用シミュレーションを適用しない限り、「スポット 
カラーマッチング」で r オン」を選択します。印刷標準用シミュレーションを化力ずる場合は、「スポ、ソ 
トカラーマッチング」で r オフ」を違択してか6、 「 CMYK シミュレーションプ□ファイル」で適切なプ 
□ファイルを運択しまず （1 4ページ参照)。 

「スポットカラ-マッチング」での設まは，々版の出力には適巧されません。 
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スポットカラーマッチンクと PANTONE Coated カラー参照 

「スポ、ソトカラーマッチング」での設苗こ応じて、 PANTONE Coated カラー参照ファイル ( Pantone . ps ) 

を異なる カラーで 化力できまず。 

• オンー PANTONE Coated カラー参照を化力する際、 MLPro 9800 PS は巧蔵の色分解表、または 
Spot-On で定義された CMYK 値をもとに、プリンタの色の再現域内でできるだけ正磕じ PANTONE 力 
ラーを CMYK データに変換します。各 PANTONE カラーパ、ソチの下に PANTONE カラー番号が表示さ 
れます。 

• オフ ー PANTONE Coated カラー参照を化力する際、 MLPro 9800 PS は Pantone Inc . 推奨（かつ 
PANTONE カラーを提供ずるアプリケーションでの走:義）の CMYK カラー値で化力します。各 
PANTONE カラーパ、ソチの下には、カラー変撫に使用される CMYK カラー値と PANTONE カラー番号 
が表示されます。 

__ PANTONE Coated カラー参照ファイル （ Pantone . ps ) は、プリンタソフトウエア CD - ROM の ！; Color Files ] フォルダに格納 
されています。 
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テキストと画像に純ブラック使用 

このオプションで r オン」を選択ずると、 RG 目 (R : 0 、 G : 0、巨： 0) または CMYK に： 096 、 M :日96、 
丫 ：096、 K : TOO %) で定義されたブラックが、ブラックトナーのみで化力されまず。このオプション 
は、ブラックのテキストとべクトルグラフ イ 、ソクのみに効果があります。 


メモ -ほとんどのジョブでは、「オン」の設定で優れた出力を得られます。 

-使用するトナーがブラックトナー1種類なので、版ずれ、トナーのはみ出し、ハーフトーン印刷でのモアレなどの問 
題を避けることができ、鮮やかな出力が得られます。 

-ブラックを含むグラデーションを使用したジョブを出力する場合など、このオプションを「オフ」に設定したでがよい 
ジョブもあります。 

-「ブラックオーバープリント」オプションが「テキスト」または「テキストと画像」の場合、「テキストと画イ象に純ブラッ 
ク使用」は自動的に「オン」じ設定されます。 

次の表は、このオプションでの設定が定義の異なるブラックにどのように作用するかを表します。 


ブラック 

を入力 

純ブラックのテキストと画像 

オン 

オフ 

RGB 

ブラ、ソクのトナーのみでブラ、ソ 
クを化力します。濃度はプリン 
夕のキヤリブレーシヨン状ミ兄に 
より異なります。 

デフォルトのプ□ファイルでは、すべてのトナーを使 
用して4色による深みのあるブラックを化力しまず。 

CMYK シミュレーシヨンがブラ、ソクのチヤネルの情報 
を保持するため、ブラックのトナーのみでブラックを 
出!力しまず。濃度は CMYK シミュレーシヨンち法の設 
定とプリンタのキヤリブレーシヨン巧ミ兄により異なり 
ます。 

CMYK 

スポットカラーシミュレーシヨンがブラックのチヤン 
ネルの情報を保持ずるため、ブラックトナーのみでブ 
ラックを化力します。濃度は CMYK シミュレーシヨン 
方法の設定とプリンタのキヤリブレーシヨン巧ミ兄によ 
り異なります。 

スポット 

カラー 


r テキストと画像に純ブラック使用」での設をは、分版合成化力のみに適用され、分版の化力には適用さ 
れません。 

アプリケーションのなかには、印刷ジョブを MLPro 9800 PS に送る前に、 RGB で定義されたブラックを4色の CMYK ブラッ 
クに変換するものがあります （ QuarkXPress など）。このブラックには、「テキストと画像に純ブラック使用」オプションは 
適用されません。 
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J \ ーフトーンスクリーン 


「八ーフトーンスクリーン」オプションを設をしてジョブを印刷した隐、カラーの問題 t 画像のマゼンタ 
が強すぎる」など)が発生した場合は，ジョブの印刷時に r 八ーフトーンスクリーン」で設走した項目で 
MLPro 9800 PS のキャリブレーションが行われているかどうかを殖認してください。キャリブレーショ 
ンミ斉みの MLPro 9800 PS か6印刷した連続調のぺージを八ーフトーンぺージと比較ずる場合は、特に重 
要です。 

通常 r 八ーフトーンスクリーン」を変更すると、プリンタのカラーの化力が変化します。 MLPro 9800 PS 
では> 円 ery ColorWise ProTools の Calibrator で、キヤリブレーションを行うための八ーフ I ンスク 
リーンを選択できます。異なる r 八ーフトーンスクリーン」オプションでの設定と、「用紙の種類」などの 
設定を反巧したプリントデパイスのカラー化力の状態は、それぞれのキャリブレーションセット測を値 
として保持されています。そのため、ジョブの印刷時に、キャリブレーションを行った時の設をとその 
キャリブレーションに対応する化カプ□ファイルをプリントオプションで指走することにより、最良の 
カラー化力結果を得ることができます。 

ユーザ定義の r 八ーフトーンスクリーン」が指定された場合は、その設定と r 用紙の種類」などの設定を反 
巧したプリンタのカラーの化力状態についての情報が MLPro 9800 PS じは保持されていません。このた 
め、カスタム八ーフトーンスクリーンを使用してジョブを印刷する場合は、そのジョブを印刷する前 
に、その八ーフトーンスクリーンと r 用紙の種類」などのオプションを設走して、キャリブレーションを 
巧ってお <必、要があります。 

カスタム八ーフトーンスクリーンを使巧ずる場合は、それに対応するカスタム化カプ□ファイルを使用 
する企、要があります。ただし、頻繁にキャリブレーションを行ラ場合(たとえば、一日に一回)でも、次 
のカスタム化カプ□ファイル作成の手順は、何回も行うあ要はありません。 




カスタムハーフトーンスクリーンは MLPro 9800 PS - X でのみ使用できます。 

アプリケーシヨンでハーフトーンスクリーンの線数や角度を指をして印刷する場合、 PS プリンタドライバで「ハーフトー 
ンス クリ ーン」に「アプリ ケーシ ヨンを義」を選巧する'必要があります。 なお、その機能は MLPro 9800 PS - X でのみ使用で 
きます。 

アプリケーシヨンでハーフスクリーンの線数や角度を指をする場合、印刷解像度ごとにプリンタとして動作可能は最小 
値があります。 1200 X 1200 dpiS 1200 X 600 dpi では80線、600 XSOOdpi では60線が最小値となっています。 


カスタム八ーフ I ンスクリーンを使用して MLPro 9800 PS - X のキヤリブレーシ 


本マニュアルの第2章、「カラーキヤリブレーシヨン」を参照してください。 
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ブラックオー八ープリント 

「ブラックオーバープリント」オプションでは RGB(R : 0、6:0、己： 0) または CMYK に： 0%、 M : 

0%、 Y :0%、 K : 100%)でを義されたブラックのテキストまたはテキストとグラフィックを、カラー 

背景上にオーバープリント（重ね化力）するかどうかを指をします。 

• テキストーブラックのテキストはカラー背景上に重ねて化力されます。この場合、テキストと背景 
の聞の隙圍や版ずれの問題を回避することができます。 

• テキストと画像ーブラックのテキストとグラフィックはカラー背景上に重ねて化力されまず。この 
場合、テキストとグラフィ、ソクの背景の園の隙聞や版ずれの問題を回遇ずることができまず。 

•オフーブラックのテキストまたはテキストとグラフ ィ ックのカラー背景部分をノックアウト（くり 
巧き）します。 

このオプションで「テキスト」または「テキストと面像」を選がすると、「テキストと面像に鈍ブラック使用」オプション 
/’こも自動的に r オン」に設ホされます。 

PostScript のアプリケーションのなかには、データを MLPro 9800 PS じ送る前に、アプリケーション側でブラックオー 
プリントを行うものもホります。 

このオプションがどのようじ作用するかを、淡い青色背景にブラックのテ丰ストを化力する場合を例に 

とって説明します。背景の青は C : 40 %、 M : 3096 、 Y : 0 %、 K : 096、テキストは C : 0 %、 M : 096、 

Y : 〇〇ん K :100%とします。 

• テキスト、テキストと画像ーブラックのテキストが背景の淡い青色の上に重ねて化力されます。テ 
キストの部分は ， C ; 4096 、 M : 3096 、 Y : 0%、 K こ10096のカラーとなります。シアンとマゼンタ 
のトナーがテキストの縁で止ま6ないので，版ずれが起こらずテキストを鮮やかに化力します。テキ 
ストのブラックを R : 0 、 G : 0 、 B : 0で定義しても同じ結果が得られます。 

. オフー背景に使われるシアンとマゼンタのトナーがテキストの縁で止まり，テキストはブラックの 
トナーのみに： 0 %、 M : 0 %、 Y : 0 %、 K :1009 6) で化力されまず。プリンタの精密さの限界じよ 
り、版ずれが起きてしまう場合があります。 


用紙シミ ユレー シヨン 

MLPro 9800 PS - X でのみ利用できます。 

用紙の色を考慮して CMYK 色空閨の調整を巧うかどうか指定しまず。 

•オンー用紙の色を考慮して巧刷時に CMYK 値の調整を巧いまず。 

. オフ ー 印刷時のカラー変撫時に用紙の色を考慮しません。通常の CMYK 値処理が適用されまず。 
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に010 rWise ] オフシヨンバーをクリックします。 

に010 rWise ] でオプシヨンを設をします。 

[エキスパート設を]ボタンをクリックします。 

各オプションの内容は、 「 ColorWise オプションを設定ずる」 （14 ページ）を参照して<ださい。 



[ RG 目ソースプ□ファイル]で[カスタム]を選択した場合は、[カスタム設定]をクリックし、「ガ 
ンマ」、「白色点」、 「 RG 目色度座標」の値を指定し [0 K ] をクリックしまず。 

^1^ 「プリンタのプロパティ」画面の[インストール可能オプション]タブで、「双で向通信」オプションが選巧されている 
場合は、画面右下に[更新]が表示され、このボタンをクリックすると MLP の9800 PS の現設を内容が表示されます。 
[キャンセル] をクリックずると現設定内容は表示されません。 


Windows カラー管理プリントオプションの設定 

ここでは、 Windows 用 PS プリンタドライバを使用して、カラー管理のためのプリントオプションを 
指定する方法を説 B 月します。 MLPro 9800 PS 提供のプリンタドライバは、 Pos に c 「 ipt 3 に対応している 
ので、 MLPro 9800 PS のカラー磯能を活用できます。設をを始める前に、『セットアップ編一 Windows 
をお使いの方 一 J の記述に従って、ドライバのセットアップが完了していることを磕認してください。 

「Fiery EP 用 U 」 タブでプリントオプションを設ちしまず。プリンタドライバのオプションを表示ずる方法 
については、 『 PS 印刷ガイド』を参照してください。 


ンを設定するには： 


プリンタドライ八とプリントオプション 
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Macintosh プリンタドライバ (MacOS 9.2 〜 9.2.2) 

ここでは MacOS プリンタドライバを使用して、カラー管理用プリントオプションを設をする方法を説 
日月しまず。設走を始める前に、『セットアップ編一 Macintosh 、 UNIX 、 Linux をお使いのち一』の記述に 
従って、ドライバのセットアップが完了していることを確認してください。また、 MacOS からの印刷 
に関する詳細は、 『 PS 印相 W イド J の第2章を参照してください。 

Adobe PageMaker , Adobe Photoshop、Adobe Illustrators QuarkXPress などのアプリケーシヨンでは、プリンタド 
^3 r ライバに化おせず、アプリケ-ション上で、カラ-管理オプションを設まずることもできます。 


カラー管理プリントオプションの設定 

プリントオプションは、プリンタドライバの画面内のを設定欄で違択します。 

プリンタドライバか6のオプションを表示ずるには、アプリケーションで[ファイル]-[プリント（印刷)] 
を違択します。[一般設を]を含むプルダウンメニュー巧の[カラー設を]を違択して表示される画面で 
は、[カラー]-[カラー/グレースケール]を違択します。 

このオプションを違択して MLP の9800 PS か6化力ずると、 ColorWise がすべてのカラー変換を行いま 
す。ほとんどの場合、このオプションで適切に化力することができます。 

a 常は r カラー:カラー/グレースケール」をおすすめしますが、その他のカラー設をオプション t 白黒」 
W 外)の詳細は W 下の通りです。 

• ColorSync カラーマッチングーコンピュータ上でカラー変換を行うときに使用します。このオプショ 
ンは、 MLPro 9800 PS など Pos 松 cript レベル2または Pos 怯 cript 3対応プリンタでもな用できま 
ずが， PostScript レベル1プリンタで使用するためのものです。 MLPro 9800 PS への 化力時にこの 
オプションを使用ずる場合は、をず「プリンタプ□ファイル」でユーザ指をのに C プ□ファイルまた 
は MLPro 9800 PS 用に C プ□ファイルを選がしてください。このオプションは、アプリケーションに 
よつては使用できません。使用可能なアプリケーションでも， ColorWise の機能を不使用にしなけれ 
ばならないので、このオプションはなるべく使用しないでください。 

• PostScript カラーマッチングーこのオプションは MLPro 9800 PS など PostScript レベル2と J 降の 
プリンタで使用するためのものです。 MLPro 9800 PS に巧蔵されているカラーの表現 ( CRD ) または 
印刷ジョブと共にダウン□-ドされるカラーの表現を適用して、 MLPro 9800 PS でカラー変換を行う 
ときに使用します。 

「 Pos 怡 cr がカラーマッチング」を指ホした場さ、使用するアプリケーションじよっては、プリンタドライバが印刷ジョ 
ブの CMYK データじ、 CMYK ソース定:義を添付します。この場合、 CMYK のデータは、 MLP の9800 PS でカラーの表現 
( CRD ) の設定に従って再分解されます。分辭後の色空間は、プリントオプションの RGB 色分辭の設定によって異なり 
ます。 「 RGB 色み解」を「シミュレーシヨン」じ設をすると、 「 CMYK シミュレーシヨンプロファイル」と「シミュレーシヨ 
ン方法」の設をにがって、 CMYK データが出力されます。 「 RGB 色み解」を「出力」に設をすると、 CMYK データは、選が 
されている出カプロファイルの CMYK 色空間で出力されます。 

ColorWise オプションを含む、プリンタ固有のプリントオプションを表示するには、プルダウンメニュー 
内の[プリンタ固有機能]を選択しまず。プリントオプションを設定するには、オプションち側に表示さ 
れるプルダウンメニューか6オプション項目を選択しまず。各オプションの内容は、 「 ColorWise オプ 
ションを設定する」 （14 ページ)を参照してください。 

ここでの設定の組合せを頻繁に使用する場合は、[設走を保存]をクリ、ソクして設走を保存することをお 
すすめします。 
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Mac OS X (10.2.4 〜 10.4.2) でのプリントオプションの設定 

MacOSX の場合、次の手順に従って、プリンタドライバの画面内の各設定欄でプリントオプションを 
還択します。 

プリンタドライバか6のオプションを表示するには、アプリケーションで[ファイル]-[プリント （ Ep 刷)] 
を違択しまず。[印刷部数と印刷ページ]を含むプルダウンメニュー内の r プリンタ固有機能」を違択しま 
す。 

「 ColorWise オプションを設定する」 （14 ぺージ)を参照して、必、要に応じてプリントオプションを設走し 
ます。 
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2 カラーキヤリブレーシヨン 

本章では、キャリブレーションの目的と手順について説おし 
ます。 


カラーキヤリブレーシヨンを行うと、常に一買したカラーで 
化力できます。 

Fiery ColorWise ProTools の Calibrator と分光測色計を併用し 
て測定値に基づいた MLPro 9800 PS のキヤリブレーシヨンを 
行えまず。 

Fiery ColorWi 洗 ProTools 提供の高度な機能(プ□ファイルの編 
集、カスタムプ□ファイルの作成など)については、「第3章： 
Fiery ColcrWise ProTools 」 を参照してください。測を値をイン 
ポートするち法については r 付録 B 」 を参照してください。 

Windows および Mac OS 用 Fiery ColorWise ProTools の機能と画面 
巧 5^ は、基本的には同じです。本章では Windows の画面を表示します。 


キャリブレーション . 28 

Fiery ColorWise ProTools でキャリブレーションずる30 
操作パネルからのキャリブレーション . 37 






丰ヤリブレーシヨン 


キャリブレーション®線は、実際の測定値とキャリブレーションセットに基づいて生成されまず。 

• 測を値： MLPro 9800 PS の実隐のカラー状況を表し、この値は分光測色計か6入力されます。 

• キャリブレーションセット：用紙の種類に対応した夕ーゲット値を表します。化カプ□ファイルに 
は、理想カラー状ミ兄を表すターゲット値が含まれています。 

キャリブレーションを適用すると、実隐の測を値とターゲット値の差異がネ甫正されます。 

Fiery ColorWise ProTools または MLPro 9800 PS の操作パネルを使用して MLPro 9800 PS をキャリブ 
レートすると、キャリブレーションセットが MLPro 9800 PS に格納されます。このキャリブレーショ 
ンセットは、化カプ□ファイルじ関連づけ6れることにより機能します。化カプ□ファイルにキャリブ 
レーシヨンセツトがカスタム指定されていない場合は、デフォルトキヤリブレーシヨンセツトが適用さ 
れまず。 


キヤリブ レーシヨ ンの種類 

MLPro 9800 PS では、じ(下のキヤリブレーシヨンを利用することができます。 


キヤリブ レーシヨ ンの種類 

メモ 

Fiery ColorWise Pro fools 
Calibrator 

オプションの分光測色計 ( E 円 Spectrometer ) と 、 ColorWise ProTools を使 
用してキャリブレーションを行ないまず。 

Visual Cal 

操作パネルから実行し、目視でキャリブレーションを行ないまず。分光測 
色計を用いた場合と比較すると精度が悪<なります。 


ほとんどのジョブは，デフォルトのキヤリブレーションセツトで適切に出力できますが、 MLP の9800 PS 
では、印刷ジョブの種類に応じてキヤリブレーシヨンセツトを運択し、ジョブごとにキヤリブレーシヨン 
をカスタマイズすることわできまず。 


キャリブレーションを行うと W 下が可能になります。 

. MLPro 9800 PS のカラー再現能力を最大化します。 

• カラー品質が常時一走になるようじします。 

• どの MLPro 9800 PS を使用しても、一貫したカラー化力が得6れます。 

• PANT 0 NE カラーや他の名称付きカラーシステムなどのスポツトカラーを使巧する時に、より正おな 
カラーで 化力します。 

• ColorWise の「カラーの表現」および 「 CMYK シミュレーションプ□ファイル」を使用したり、に C 対応 
プ□ファイルを巧用する隐に，それらの最大効まが得られるように MLPro 9800 PS を最適化します。 

y ^ プリンクを調整しているとしても、トナー遭度は湿度や温度の彰響を受けますし、時間経過とともにをわる可能性が 
あります。を巧的にキャリブレーシヨンを斤えば、日々のを化にが処できます。 

MLPro 9800 PS は、4色の各トナーカラーの測定値と夕ーゲ、ソト値を比較しキャリブレーション巧綜を 
生成します。キャリブレーション®線は一種のトランスファ圉数です。トランスファ関数とは数学用語 
で、データの遷移を表現するものです。トランスファ関数は通常、化力/入力®綜としてグラフ化さ 
れています。ターゲツト値は指を化カプ□ファイルとプ□ファイルに関連づけ6れたキャリブレーショ 
ンセツトに基づいてままります。 

MLPro 9800 PS のキャリブレーションでは、最終出力に使用する用紙の種類に関係なく、をに OKI カラーぺージプリンタ 
用紙エクセレントホワイトを使用します。エクセレントグ□スやその他の用紙では，キャリブレーシヨンできません。 
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測定 


測定ファイルにはプリンタのトナー濃度が数値化されて人っています。この数値は単色のシアン、マゼ 
ンタ、イェロー、ブラックの濃淡をプリンタで出力したものを測定して作成された値です。 

測をファイルを作成するには 、 Fiery ColorWise ProTools から測を用のパッチぺージをプリンタに印刷 
します。次にコンピュータに接続された測を計器を使用して> このパッチページを測をしまず。新測定 
値は自動的に MLPro 9800 PS に格納されます。 


出カプ□ファイルとキヤリブレーシヨンセット 


化カプ□ファイルとキヤリブレーシヨンセツトは、巧ましいキヤリブレーシヨン結果をを義します。 
MLPro 9800 PS では化カプ□ファイルと複数のキヤリブレーシヨンセツトが提供されています。 
MLP の9800 PS のキヤリブレーシヨンを行う際、これ6のキヤリブレーシヨンセツトの中から目的に応 
じて選択します。化カプ□ファイルの詳細じついては、18ぺージを参照してください。 


キヤ U ブレーシヨンのスケジュー U ング 


印刷ジョブの量によりまずが、通常、かなくとも1日に1回 MLPro 9800 PS をキャリブレートすることを 
おすすめします。一貫したカラーを維持ずることが非常に重要な場合，またはプリンタが温度や湿度の 
かなりの変化じさ6される場合は、数時圍ごとにキャリブレーションを行ってください。また、化力品 
質の変化に気づいた時ち、キャリブレーションを行って<ださい。 

印刷ジョブを複数パッチに分割ずる場合は、あず各バッチの印刷前にキャリブレーションを巧ってくだ 
さい。プリンタの点検修理後も MLPro 9800 PS のキャリブレーションを巧う企、要があります。ただし、 
点検修理の直後はまだプリンタの状態が不安をになる場合があります。そのため、50枚ほど印刷してか 
リブレートすることをおすすめします。 

ホ常に微姓な温度や湿度のを化が、プリンタの出力に影響します。これらの霞響をできるだけ避けるために、窓際や直射 
日化のあたる場巧や冷暖房装置のあくをおけてプリンタを設置して〈ださぃ。印品拥紙も同様に気温や湿度に霞響されま 
す。印刷用紙は涼しく温湿を化の少'ない場所に保管して〈ださい。 


らキヤ I 

を 


〇カラー表やカラー参照ファイルなどの標準カラーぺージを印刷します。 


メモ 


カラー表は 、 Command Workstation/Command Workstation LE または MLPro 9800 PS の操作パネルから印刷できます。 
カラー参照ファイルは、 MLPro 9800 PS プリンタソフトウエア CD - ROM のに010 r Files ] フォルダで提供されています。 
これらのぺージには、シアン、マゼンタ、イエロー、ブラックの彩度100%のバッチと淡色パッチとが載っています。 
肌色色調の画像は比較には最適です。また、別々の時に印刷したぺージをイ呆をしておいて比較することができます。 
これらの色調に目に見える変化がある場合は、 MLPro 9800 PS のキヤリブレーシヨンを行ってください。 

0カラー表またはカラー参照ファイルが、適切に出力されたことを確認します。カラーパッ 
チは、2〜5%の淡色パッチでも、肉眼で見ることができます。100〜0%にかけて、パッ 
チのカラーは徐々に淡くなります。もし最高濃度のパッチ（各色100%)が時間経過とと 
もに薄れていくようであれば、そのぺージを巧当サービスに見せて、プリンタの出力が改 
善されるような調整が可能かどうか検討してくださし、。 


キヤ リブ レーシヨン 状況の確認 


ジョブを印刷する前に MLPro 9800 PS が前回キヤリブレートされた日時や使用キヤリブレーションセッ 
卜をを殖認することができます。次の方法で最新のキヤリブレーション情報を殖認してください。 

• Command WorkStation/Command Wo 「 l<Station LE または MLPro 9800 PS の操作パネルから 、 PS 
テストページを Ep 刷しまず。 

• 円 ery ColorWise ProTools の 「 Calibrator 」 をクリックしまず。「キヤリブレーションセット」にキヤリ 
ブレーション実施日、担当者名などが表示されます。 
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Fiery ColorWise ProTools でキヤリブレーシヨンする 

Fiery ColorWise ProTools の Calibrator から測定値1こ基づくキヤリブレーシヨンが簡単1こ巧えまず。 


メモ 




キヤリブレーションを変更すると、全ユーザの印刷ジョブに影響します。このため、許可された担当者だけがキヤリブ 
レーションを行えるようにずることをおすすめします。システム管理者用パスワードの設定に関する詳細は、『設定管理 
ボイド』を参照してください。 

• キヤリブレーションの変更は RIP 済みジョブにも適用されます。 Command WorkStation/Command Workstation LE、 
Fiery Spooler で印刷ジョブを再 RIP する也、要はありません。 

• 本書では、 EFISpectrometer ES-1 000を 「EFISpectrometer」 と表記します。 EFI Spectrometer は EFI が:製の分光測色計です。 

Calibrator を使用する前には、也、ずプリンタの操作パネルで濃度の補正を行ってくださし、。操作方法はプリンタ機能編の「濃 
度の補正をずる」をご覧ください。 


Calibrator を使用ずるには： 


キヤリブレーシヨンを実施ずる直前に、かずプリンタの自動濃度ネ甫正を実行して < ださい。 

通常は、自動濃度補正は走期的に自動的に実巧されますが、キヤリブレーシヨンを行う前には手作業で 
実行しまず。 

自動濃度補正を実行するには t (下の手順で行いまず。 

プリンタメニューに人り、「キヤリブレーシヨン」の表示になるまで進みます。そこで設走ボタンを押 
し、「自動濃度補正実行」を選択します。 


〇 


Fiery ColorWise ProTools を起動し、キヤリブレーシヨンが象の MLPro 9800 PS に接続し 
ます。 


み 

ん 

Color Editor 

み 

Profile Manager 

も 

Spot On 

•み 

Color Setup 


〇 


MLP の9800 PS-E ではオプションのハ-ドディスクがか要です。 

Fiery ColorWise ProTools の設定についての詳細は、『応用編』を参照してください c 

[ Calibrator ] をクリックします。 


Calibrator: AERO 3640A3 


-!□! xl 

猶エキスバート 


測定ちまを 



キ+^リブレ—シ3ン它ット 


用巧の桂穎「12X6ドットスクりーン ，| 

測ミ日巧’ 03/06/1914:51:40 
3旦当を：デフォルト 
方ま：デフォルト 


* をべ一巧を生度 


測を. .J つアイルから. ..J 


デバイス複情_| 遇巧 _) __完了 
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[測定方法を選択]じ測定に使用する測定器の名称が表示されます。 

r プリント設定をお認」ではキャリブレーションを適用する八ーフトーンスクリーンを逞択します。 












































エキスパートを選択します 

[エキスパート]を選択ずると、エキスパート向けの設定ができます。企、要に応じて設定します。 

-ICjxl 

_ちを DP エキスバー。 


測定方法名 



W まページをま！!* 


-丰トリフレーシヨン它ツト- 

用化の桂巧 1 1 2X6 ドットスクリーン 

Z] 

巧促日時：のの 6"914:5 り 0 


巧当を：デコオルト 


方;ま' デフオルト 

I 



デバイス慨吾^ 


ファイルIこは巧…」 面巧」 ^7 I 


「ページを印刷(オプション)」では> 巧測を値と既存のキヤリブレーションセツトを使巧したキヤリブ 
レーションを檢証するために、比較ページを印刷できまず。 

「測定値を表示(オプション)」を使用すると、現在の測定値のグラフと測定値対ターゲツト値のグラフ 
を表示できます。 

ユーザき巧の比較ぺージを別途作成することもできます。まずアプリケーションで Pos だ cript または 
EPS 汇 ncapsulated Pos に cript ) ファイルを作成し、 rCALIB . PS 」 と名付けます。それから、アプリ 
ケーションまたは円 ery Downloader を使用して MLPro 9800 PS の待機キユーにダウン日ードまたは 
印刷しまず。ずでに待機キユーに人っている任意のジョブのを称を 、 Command WorkStation / Com - 
mand Workstation LE から rCAUB . PS 」 に変更することもできます（『ジョブ管理ガイド』参照)。 



出カプ□ファイルを 


2つ W 上の化カプ□ファイルで同じターゲット値を使用する場合、「プ□、ソト対ま」のメニューが上図の 
ち上の部分に表示され、同じターゲット値を使用する化カプ□ファイルの名称が列挙されまず。化カプ 
□ファイルを運択すると、達択した化カプ□ファイルとターゲット値のグラフげ表示されます。 

を止!カプ□ファイルで異なるターゲット値を使用する場合は，プ□ファイルを換えるとグラフも変化し 
ます。 
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デフオルトキヤリブレーシヨン測定値への復帰 

U 下の手順でキヤリブレーシヨン測を値を工場化荷値に復帰できまず。 


出荷時のキヤリブレーシヨン測定値に復帰するには： 


〇 Fiery ColorWise ProTools を起動し、 [ Calibrator ] をクリックします。 

0 [デバイス復帰]をクリックします。 

デフオルト丰ヤリブレーシヨンを化荷時のキヤリブレーシヨンに復帰する、というメッセージが表 
示されまず。 

0 [0 K ] をクリックし、出荷時のキヤリブレーシヨンに復帰します。 

現を選祝されてぃるキヤリブレ-シヨンセットだけが、出荷時のキヤリブレ-シヨンに戻ります。 


EFI Spectrometer 使用のキヤリブレーシヨン 

以下の手順に従って、 E 円 Spectrometer を使用するキヤリブレーシヨンを巧います。 

E 円 Color Profiler の詳細じついては、「付録 A :カラー測走計器」および EFI Color Profiler の取あ説 b 月書 
を参照してください。 


EFI Spectrometer を使用してキヤリブレートするには： 


〇 Fiery ColorWise ProTools を起動し、 MLPro 9800 PS に接続します。 
0 [ Calibrator ] をクリックします。 



測定方ま名 


0 「測走:方法を選が」で EFI Spectrometer ES -1 000]を選がします。 
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「プリント設をを確認」で用紙の種類を遺がします。 

[測をぺージを生成]で[印刷]をクリックします。 

「プリントオプション」画面で項目を遺がし、[印刷]をクリックします。 



〇 [プリント設をを確認]でスクリーン設をを選がします。 


を 


このキヤリブレーシヨンを適用するには，このキヤリブレーシヨンセットを1つ jy 上の出カプロファイルに関連づけ 
る屯、要があります。ただし、デフオルトのキヤリブレーシヨンセットは、自動的にデフオルトの出カプロファイルに 
関連づけられているため、巧たに関連づける虫、まはありません。キヤリブレーシヨンはスクリーンごとにそれぞれ巧 
います。使用するスクリーンのすべてにがしそれぞれ斤ってくださし、。 


r ぺージの種類」では、「34ソート巧み パ、 ソチ」、「21ソートミきみ パ、 ソチ」、「34ランダム パ、 ソチ」、ま 
たは「21ランダムパ、ソチ」を逞択します。 

r ページの種類」と「用紙サイズ」は連動しています。たとえば「ページの種類」で「34ソート済 
みパッチ」を選択すると、「用紙サイズ」では 「 A 3/ タブ□イド」が表示されます。「21ソート済 
みパッチ」を逞択すると、 「 A 4/ レター」が表示されます。 
r 入カトレイ」で適切な項目を運択しまず。 

測をページを手差しトレイから化力する場合は、「入カトレイ」で「手差し」を選択してください。 


〇 「測を値を取得」で[測を]をクリックします。 



「用紙サイズ」には、手順0で逞択したサイズが表示されます。 

〇 ぺージの種類と用紙サイズを確認し、[測を]をクリックします。 
「情報」画面が表示されます。 
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⑩ EFI Spectrometer ES -1000 をキヤリブレーシヨンドック （62 ぺージ）に置いて、にの 
をクリックします。 

「EFI Spectrometer ES - 1000測を」画面が現れ、円犬ミ兄」に測をのの指示が表示されます。 



測を指示を表示 


正確な測を結果を得るために、測をページの下に白紙を数枚敷いて測をページと J 外の色が混入しな 
いようにしてください。 

の EFI Spectrometer ES -1000 のァパーチャ（計器露光部々）を、指をされたカラーストリッ 
プの開始部々の横の白い場戸斤に配置します。 

@測をボタンを押したままで、合図音が鳴るのを待ちます。 

, T Windows が)®コンビュータでを図音を聞くには、サウンドカードとスピーカがインストールされている'必要があり 
メモます。 

® 合図音が鳴ったら 、 EFI Spectrometer ES -1000 をゆっくりと同一速度でスライドさせて、 
ストリップを測をします。 

必ストリップ内の全パッチを測をし 、 EFI Spectrometer ES -1000 のアパーチャがカラース 
トリップ最後の横の白い部々に来たら、指を測をボタンから離します。 

パ、ソチの測をが正しく行われると、カラーをの横にチェックマークが表示され、次に測をする力 
ラーの上に十字マークが表示されます。 

の上記の手順を繰り返し、すべてのカラーストリップを測をします。 

測をは、画面に表示された順序で行う也、要があります。 

⑩全ストリップの測をが完了したら、[承認]をクリックします。 



測定指示を表示 


® 「 Calibrator 」 画面で[適用]をクリックし、新キヤリブレーシヨン測を値を適用します。 
⑩「情都」画面で [ OK ] をクリックします。 

これでキヤリブレーシヨン作業が完了しました。 
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カスタム八ーフ I ンスクリーンや、普通紙な外を使用して MLPm 9800 PS - X のキヤリブレー 
シ ヨンを行ラには： 


キャリブレーションの測定:ぺージを ColorWise ProTools か6ではなく、グラフィックあアプリケーショ 
ンか6 1 (下の手順で印刷します。 

〇キャリブレーションの測をに使用する計器を準備します。 

0プリンタソフトウェア CD-ROM をセットし、 [ ColorFiles ] - [ JAPANESE ] - [Custom 
Halftone Calibration Files ] フォルダを開きます。 

Macintosh の場合は 「Mac Color Files¥JAPANESE¥CustomHalftone Calibration Files」 フォルダを開きます。 

@ キャリブレーションの測をぺージを印刷するアプリケーションのフォルダを開きます。 
Adobe Photoshop から測をぺージを印刷する場合は 、 [Adobe Photoshop 」 を、その他の場合は 
rOther Applications 」 を逞択してください。 

これ6のフォルダには、複数の計器用に異なる用紙サイズのキャリプレーション用の測をページ 
汇 PS お式）が含まれています。 

〇使用する計器と用紙サイズ用の EPS ファイルを還がします。 

これ6のファイルは最終シートサイズに合わせて準備されています。アプリケーションでファイルを 
配置する際は、「画像がクリ、ソプされる」という警告は無視して、マージンなしで配置してください。 

^1^ これらのファイルをアプリケーションで配置した巧で印刷する際にアプリケーション側でカラーマッチング（カラー 
7ネ-ジメント）が働かないように設をしてください。 

0 アプリケーションで新規ファイルを開きます。 

〇 EPS ファイルを書類に配置します。 

この書類をカスタムキャリブレーション用の測をページとして使用します。 

実際の書類の EP 刷をするときじ使用するカスタム八ーフトーンスクリーンや、用紙タイプや用紙厚 
と同じドライバ設定を行ってこの測走ページを印刷しまず。ただし、 「 CMYK シミュレーションプ 
□ファイル」オプションでは 「 ColorWise オフ」を違択しておくあ要があります。これにより、キャ 
リブレーションの適用されないページを EP 刷することができます。また、測をページの印刷に使用 
ずる紙は、実際の書類の印刷をするときに使用する紙と同じものを使います。 

印刷する際は、屯、ず PS ドライバを使用してください。 PCL ドライバを巧って印刷すると、正しい CMYK の出力をす 
ることができません。 

〇この測をぺージを、そのイ也の実際に印刷したし、書類を印刷する際にな用するプリントオプ 
ション（「ハーフトーンスクリーン」や「印刷品位」を含む）の設をで印刷します。 

「CMYK シミュレーションプロファイル」オプションでは rColorWise オフ」を選巧しておく也、要があります。これにより、 
キャリブレーションの適用されないぺージを印刷することができ、2重にキャリブレーションが働くことを防ぎます。 

この場合、 CMYK 値のパッチを 「CMYK シミュレーションプロファイル」で rColorWise オフ」を選がして印刷するため、 
^ ^ 多くの ColorWise の機能が反映されないファイルが印刷されることになります。キャリブレーションの時間を短縮し、 
またその信頼性を増すには、プリントオプションを設定してから、この測をぺージを PostScript ファイルにイ呆おして 
くださし、。じ(後は、キャリブレーションを行う際にこの Pos にぴ ipt ファイルを Command Works ね tion 等を使ってプ 
リンタに直接送信してくださし、。このファイルを MLPro 9800 PS の待機キューにイ呆をしておいて、キャリブレーション 
を行うときに、 Command Work Station から再印刷をさせると、キャリブレーションの時間をさらに短縮できます。 
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o Fiery Co 如 Wise ProTools の Color Editor でこの測走:ぺージの印刷解像度と同じ解像度を 
持つ出カプロファイルを開きます。 

カスタム八ーフトーンスクリーンを使わずに内蔵の八ーフトーンスクリーンを使って巧刷した場合、 
この測定ぺージを巧刷したときと同じ解像度、同じ八ーフ I -ーンスクリーンを持った化カプ□ファ 
イルを開きまず。例えば、内蔵の化カプ□ファイル 、 「Fiery 364 0 A 312 x 6 Dot vlF 」 の、 12 x 6 
は1200 X 600 dpi を表し、プリンタドライバでは「高精細（多階調)」に相当しまず。の〇りは 
ド、ソトスクリーンを表しまず。 

Color Editor についての詳細は、「第3章 : Fiery ColorWise ProToolsJ を参照してください。 

〇 カスタムハーフトーンスクリーンを表す名前を付けて、出カプロファイルを別名で保存し 
ます。 

⑩ Fiery ColorWise ProTools の Profile Manager で、この出カプロファイルを適切なキャリ 
ブ レーシヨンセッ ト項目に関連づけます。 

Profile Manager についての詳細は、「第3章 ： Fiery ColorWise ProToolsJ を参照してください。 

の Fiery ColorWise ProTools の Calibrator を使用して、キャリブレーシヨンを行います。 

Calibrator メイン面面の「3.測:走ぺージを生成」での「印刷」ボタンはクリックしないで、そのまま「4.測：走値を取得」に進 
^5^ み、上の手順で印刷またはイ呆をした測定ぺージを使用してパッチを測をしてください。 
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操作パネルか! 5 の丰ヤリブレーシヨン 

Visua じ al を使用すると、操作パネルか 6 MLPra 9800 PS のキヤリブレーシヨンを行うことができます。 
システム管理を用パスワードが設走されている場合は、キヤリブレーシヨン時にそのパスワードが必要 
とな U ます。 

操作パネルの使用ち法は、『設定管理ガイド』を参照して<ださい。 


Visua に al 使用のキヤリブレーシヨン 


操作パネルか日 Visua に al を使用しキヤリブレートするには: 


MLPro 9800 PS 操作パネルで 、 rA 4/ レター」を選択します。 

測をぺージを手差しトレイから出力する場を、用紙を手差しトレイに入れ、操作ハ•ネルで適切な用紙サイズを指をする'丘、 
要があります。 

〇 「イ^可能」が表示されていることを確認し、メニユーボタンを押し「機能」メニユーを 
表示します。 

0 「キヤリブレーシヨン」を遺がします。 

パスワードの入力を促された場合は、パスワードを入力してか6、 rOKJ を選択します。 

0 「キヤリブレーシヨン：キヤリブレーシヨン設を」を遺がします。 

〇 「キヤリブレーシヨン方法」画面でキヤリブレーシヨンの方法（「標準」、「エキスパート」) 
を遺がします。 

「エキスパート」を違択するとお認用印刷が化力できます。 

0 「キヤリブレート」を選がします。 

〇キヤリブレートするスクリーンを選がします。 

デフオルトは「12 X 6 ドット スクリ ーン」 です 
〇測をぺージを印刷するために、「はい」を遺がします。 

測定ページが印刷されます。 

〇 Visua に al の測をぺージに印刷されている使用方法に従って、「ブラック開始」「ブラック終 
了」「シアン開始」「シアン終了」「マゼンタ開始」「マゼンタ終了」「イエロー開始」「イ 
エロー終了」「30%マッチ」に番号を入力します。 

0々に「グレーバランス印刷」を斤います。「はい」を遺がします。 
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MLPro 9800 PS の操作パネルで「キヤリブレーシヨン」画面を表示します。 

[キヤリブレート削除]を遺がします。 

確認を促す画面で、[はい]を遺がします。 

既有のキヤリブレーシヨン巧綜が削除され、デフォルトキヤリブレーシヨン測を値に復帰します。 


キャリブレーションの削除 

MLP 「 o 9800 PS の操作パネルからキャリブレーションを削除できます。ただし、新たにキャリブレー 
ションを巧うと、 既存のキャリブレーションと置き換わるので、通常削除処理は必要ありません。 


操作/ (ネルからキヤリブレーシヨンを除去するには： 
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3 Fiery ColorWise ProTools 

Fiery ColorWise ProTools はカラー管理用に次のツールを提イ共 
しまず。 

• Calibrator 

• Color Editor 

• Profile Manager 

• Spot-On 

• Color Setup 

本章では 、 Color Editor、Profile Manager , Spo 1;- On、Color 
Setup の使用方法を説明します。 

• Windows と Mac os 用 Fiery ColorWise P の Tools の機能と画面は、 

基ホ的には fi ] じです。ホ章では Wind 日 WS の画面を表示します。 

• MLPro 9800 PS-E で Calibrator 、 ColorEditor、Profile Manager 、 

Color Se 山 p を使用するにはオプションのハードディスクが'必要 
です。 

- Spo 卜 On は MLP の9800 PS-X 巧び MLPro 9800 PS-S で利用できま 
す。 

• MacOS では、円 ery ColorWise ProTools を起動したが態では 
プリンタへの印刷データの送信速度が低下する場合があります。 


Fiery ColorWise ProTools の接続の設定を行うには . 40 

プ□ファイルを編集する （Color Editor ）. 41 

に C プ□ファイルを管理する （Profile Manager ）. 46 

スポットカラーを管理する ( Spot - On ). 己2 

ColorWise オプシヨンのデフオルトを設定する 

(Color Setup ). 59 








Fiery ColorWise ProTools を起動します。 

「プリンタデバイス遺が」画面で[追加]をクリックします。 

「サーバ追加」画面でプリンタ情部を入力し、[追加]をクリックします。 

ニックネーム：プリンタ用のを前を入力しまず。このを前はいわゆるニックネームで 
どんなを前でちかまいません。このを前には次の7文字と全ち文字は 
使用できません。 

〔し"'<スぺース >< Tab > 

プ□トコル：「プ□トコル」メニューから TCP / IP を選択しまず。 

サーバを： プリンタの IP アドレス（または DNS を）を入力しまず。 

新デバイス：プリンタのデバイスを r 364 0 A 3」 を入力しまず。 

[0 K ] をクリックします。 

r プリンタデバイス選択」画面の「使用可能サーバ」にプリンタが表示されます。プリンタの名前 
(ニックネ ーム）、□ないには逞択されたプ〇 トコ ルが表示されます。2番目の行にはデパイスをが表 
示されます。 

[3640 A 3] を遺がして、[遺が]をクリックします。 


Fiery ColorWise ProTools の接続の設定を巧うには 

巧めて Fierv ColorWise ProTools を起動するときには、プリンタへの接続を設をする'必要があります。 




〇 0 
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プ□ファイルを編集ずるに01 or Editor ) 

Color Editor はシミュレーションプ□ファイルおよび化カプ□ファイルをカスタマイズするためのツー 

ルです D このツールは 、 Fiery ColorWise ProTools メイン画面から 「Color Editor 」 をクリ 、ソク ずるか、 

または Profile Manager 画面から r 編集」をクリ、ソクして起動します。 

ソースプロファイルの編集はできません。 

シミュレーションプ□ファイルの編集用には、次の編集モードが用意されています。 

. マスタ ——カスタムマスターシミュレーションプ□ファイルを作成します。シミュレーションち法 
や化カプ□ファイルにかかわ6ずすベての EP 刷ジョブに影響します。 

. 「フル（ソース GCR )」、 「フル（出力 GCR )」、 「クイック」ーカスタムリンクシミュレーションプ□ファ 
イルを作成します。違がしたシミュレーション方法や化カプ□ファイルの種類によって、同ージョブ 
に対して異なる結まをもた6します。カスタムリンクシミュレーションプ□ファイル作成に使用され 
た出カプ□ファイルとシミュレーションち法をジョブ用に違択すると、ジョブにはこのリンクシミュ 
レーションプ□ファイルが自動的に適巧されます。カスタムリンクシミュレーションプ□ファイルの 
ない化カプ□ファイルやシミュレーション方法を選択すると、マスターシミュレーションプ□ファイ 
ルが自動的に適用されます。 

「クイック」は出力濃度のみを調整します。「フル（ソース GCR )」 または r フル(化力 GCR )」 は、化力濃度 

に力□えて色合いわ調整します。 

止!カプ□ファイルの編集用には、次の編集モードが用意されています。 

• カスタムー化カプ□ファイルを編集して、カスタムプ□ファイルを作成、保をします。 

• 濃度け。)一出カプ□ファイルに入っているキャリブレーションの夕ーゲ、ソト値を濃度(紛で表示しま 
す。ここでキャリブレーションターゲットを編集ずることはできませんが、ま斤しい夕ーゲットを取り 
込むことができます。 


マスター モー ドまたはカスタム モー ドでプ□ファイルを編集するには： 


〇 Fiery ColorWise ProTools を起動し 、 [Color Editor ] をクリックします。 

0 [表示]で[シミュレーシヨン]または[出力]を遺がし、一覧からプロファイルを選が 
します。 



シ5レーシヨ ンプ□ファイルを 


「シミュレーシヨン」では MLPro 9800 PS 内蔵のシミュレーシヨンプ□ファイルが、「化力」では 
MLPro 9800 PS 内蔵の出カプ□ファイルが表示されます。 

0 [遺が]をクリックします。 

メモ 「 ColorEditor 」 を使わずに、 Pro 川 e Manager からプロファイルを選択し、「編集」をクリックするモまもあります。 
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O 「編集モード」で[マスター]または[カスタム]を選がします。 

[マスター]はシミュレーシヨンプロファイルで©で[シミュレーシヨン]を選ぶと表示されます。[カスタム]は出力 
プロファイルで0で[出力]を選ぶと表示されます。 

「クイック」、「フル（ソース GCR )」 または「フル（化力 GCR )」 モードについては、44ぺージを 
参照してください。 



カラ 


この画面ではプ□ファイルの表示と編集が巧能です。グラフを利用してカラー化力値を編集できま 
す。 

「カスタム」を選択し出カプロファイルを編集する場合、画面左下の r インポート」ボタンをクリックすると、古いバー 
^5^ ジヨンの Fiery ColorWise ProTools を使用し、別の MLPro 9800 PS カラーサーバで作成したキャリブレーシヨンター 
ゲット （Jrg ) を取り入れることができます。最新版の円 ery ColorWise ProTools では、キャリブレーシヨンターゲッ 
卜のみの保をはできません。キャリブレーシヨンターゲットは、出カプロファイルと組み合わせてイ呆をされます。 

0 カラーボックスの左側をクリックして編集がをのカラーを遺がします。 

選択したカラーに対して曲線、明るさ、ドットゲイン値を変更できます。 

選択されたカラーの左側ボックスに目のかたちをしたアイコンが表示されます。 

4色（シアン、マゼンタ、イェロー、ブラック）全部でも、を色の組み合わせでも選択巧能です。 
1~2種類のカラーを違択して編集を行うと、区別がつき微調整しやずくなります。 

〇 「ドットゲイン」をクリックし、ドットゲイン値を設をしたあと、 「 OK 」 をクリックしま 
す。 

ド、ソトゲイン値は印用嶋準化カシミュレーシヨン用に設定します。ド、ソトゲイン値を変更することに 
より、カラーバランスじ影響を及ぼすことなく、より彩度の高い化力が可能になりまず。ド、ソトゲイ 
ン値はド、ソトゲインをシミュレートするのであり、ド、ソトゲインを巧整ずるわけではありません。 
ここでは北米標準かヨー□、ソパ標準を選択できます。標準を還んでか6、スライダーを動かして 
ド、ソトゲイン値を指をします。 

• 北米標準では、入力50%に対するゲインの有巧値は化力0%か650%までです。 

. ヨー□、ソパ標準では、人力40%に対するゲインの有》力値は出力0%か6閒％まで、人力80%に対 
するゲインの有効値は化力0%か620%までです。 

ド、ソトゲイン値を使用すると、曲線のすべての点が除去されます。「ド、ソトゲイン」画面で rOK 」 
をクリックずると、警告メッセージが表示されるので、点を除去したくない場合は、「キャンセル」 
をクリ、ソクしてください。 
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O 明るさを変更するには [-] または [+] をクリックします。 

〇グラフ内の点をクリックしドラッグするか、「入力」と「出力」に値を入力後[追加]を 
クリックして、曲線を調整します。 

グラフは横軸が入カインクの割合、維軸が化カインクの割合で両軸共10%ごとの聞隔で表示され 
ます。割合は、 CMYK 八ーフトーンの点のサイズを示します。曲線上の点が変更可能な箇所です。 





上図のようなカーブでは中閣色 
の濃度がほ <- カラーが日月る< 
なります。 


上圏のようなカーブでは中胃色 
の灌度が高く、カラーが暗くな 
ります。 


上國のようなカーブではコント 
ラストが顕著になります。 


を 


巧るさやドットゲイン値をを更してから、点移動による巧線の調整を斤ってください。点調整をしたあとに巧るさや 
ドットゲイン値をを更すると、点調整が無効になります。 


⑩ 

⑩ 


「入力」または「化力」の値（％)を入力したり、キーボード上の矢印キーを使用すると、カーブの 
微妙な調整ができます。矢 EP キーを使用する場合は、まず、カーブをクリックしてください。 

カスタムモー ドの場合、化要に応じて、出カプロファイルにおする、 CMYK の各カラーの 
最高濃度 （ D - Max ) を設をします。 

[保巧]をクリックします。 

新しいプロファイル名を入力して、[な存]をクリックします。 

新しいカスタムプ□ファイルが MLPro 9800 PS に保存されます。 D になどの印刷標準シミュレー 
シ ョンプ□ファイルを編集した場合は、 あとで分り やずいようにプ□ファイル名にオリジナルの名 
称を含めておくことをおすすめします（たとえば 「 D に- new 」)。 

MLPro 9800 PS 提かのプロファイルを編集した場合は別ちで巧をしてください。 

Windows では、プリンタドライバで「双方向适信」が逞択してある場合、カスタムプ□ファイル 
のを称が表示されます。この場合，を義済みカスタムプ□ファイル名に関連付ける'必要がありませ 
ん /。 

Mac OS では、プリンタドライバからカスタムプ□ファイルを運択するには、あ6かじめカスタム 
プ□ファイルをを義済みカスタムプ□ファイルる（シミュレーションプ□ファイル用には「シミュ 
レーション-1」〜「シミュレーション-10」，止!カプ□ファイル用には「化力-1」〜「化力-10」) 
に関連づけておく '必要がありまず。 

MacOS プリンタドライバは、一度に10個までしか表示できません。カスタムプ□ファイルを定義 
ミ斉みカスタムプ□ファイル名に関連づける方法については、「カスタムプ□ファイルの関連づけ」 
(巳0ページ）を参照してください。 


メモ 


カスタムプロファイルをデフオルトとして設ました場さは、を義;旨みカスタムプロファイルをに関連づけなくても、 
「プリンタの巧巧設ホ」を選ぶことじよりそのプロファイルをプリンタドライバから選択できます。 


@ Color Editor を終了する場合は[完了]をクリックします。別のプロファイルを遺がする 
場合は、[プロファイルの遺が]をクリックします。 

Profile Manager か6 Color Editor を表示した場合は、[完了]をクリックします。 

Fiery ColorWise ProTools メイン画面に戻ります。 
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Fiery ColorWise ProTools を起動し 、 [Color Editor ] をクリックします。 

「プロファイルの遺が」画面で、[表示]-[シミュレーシヨン]を遺がします。 
プロファイルを遺がし、[遺が]をクリックします。 

メモ Profile Manager からシミュレーシヨンプロファイルを選巧し、「編集」をクリックする方■法もあります。 


[編集モード]で[フル（ソース GCR )]、 [フル（出力 GCR )] または、[クイック]を選 
がし、「リンク付け」で編集巧のシミュレーシヨンプロファイルにリンクする出カプロ 
ファイルを選がします。 

編集後のシミュレーシヨンプ□ファイルが化カプ□ファイルにリンクします。 


-IDIXI 



シアン 0-Max 


fTl- 


[WLJlo 


D.M 化 

IfOF 


B 月るさ -」 

ドットヴィン … I 


拒师 S I ぶ去 I 



出カプ□ファイルを 


を 


[クイック]を選巧してシミュレーシヨンプロファイルを編集する場合は、画面左下の[インポート]をクリックする 
と、古いバージヨンの Fiery ColorWise ProTools を使用して、別の MLPro 9800 PS カラーサーバで作成したクイック 
シミュレーシヨンプロファイルを取り入れることができます。最新版の Fiery ColorWise ProTools では、カスタムの 
クイックまたはフルシミュレーシヨンプロファイルを個別にイ呆をすることはできません。クイックとフルのシミュ 
レーシヨンは、シミュレーシヨンプロファイルの構成要素としてイ呆をされます。 


42ぺージの手順©から手順⑩を参照して、シミュレーションプロファイルを編集し、イ呆 
存します。 

CMYK シミュレーション、 CMYK シミュレーション方法、および化カプ□ファイルの設定が編集前 
と異なる場合じは、ここで保有されたシミュレーションは、印刷ジョブに自動的には適用されませ 
ん。 CMYK シミュレーションち法が異なったり、別の化カプ□ファイルが選択されている場合は、 
マスターシミュレーションが適用されまず。 


メモ 


シミュレーシヨンプロファイルでは、1つの出カプロファイルにつき、1つのカスタムマスターシミュレーシヨンお 
よび複数のリンクシミュレーシヨン（「クイック」、「フル（ソース GCR )」、 「フル（出力 GCR )」） を設をできます。 


ンプ□ファイルを編集するには: 


クイック、「フルソース GCR J または「フル出力 GCR J モードでシミこ 




〇 


0 
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編集後のシミユレーシヨンプ□フアイ J レを元に戻 
すには 

次の方法で編集後のシミュレーションプ□ファイルを元に戻すことができます。 

• まだ保をしていない場合は、[完了]をクリックし、「変更を保をしますか？」というメッセージが表示 
された6、「いいえ」をクリックします。 

• 編集したシミュレーションプ□ファイルを別名で保存したあとじ、すべての編集内容(クイックおよ 
びフルモード）を削除したい場合は、50ページを参照してください。 


編集済みプロファイラレの確認 

MLPro 9800 PS じプ□ファイルを保存する前に，「テスト印刷」画面か6次のぺージをテスト化力して編 
集結まをお認できます。 

• 比較ページー編集前と編集後のプ□ファイルを適用した画像およびカラーパッチを比較できます。 

. ユーザ作成 CAL 旧. PS ファイルーカスタム比較ぺージを別途作成することもできます。まずアプリ 
ケーシヨンで PostScript または EPS (Encapsulated PostScript ) ファイルを作成し、 rCAUB . PS 」 と 
をがけます。それか6、アプリケーシヨンまたは円 ery Downloader を使用して MLPro 9800 PS の待 
機キューに EP 刷またはダウン□ー ドします。 


ィルを確認するには： 


〇 Color Editor 画面で[テスト印刷]をクリックします。 

Q Fiery ColorWise ProTools 提供の比較ぺージを出力する場合は、用紙サイズと入カトレイ 
を指をし、[印刷]をクリックします。 
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に C プ□ファイルを管理する (Profile Manager ) 


Profile Manager でに C プ□ファイルの管理と編集を行うことができます。 

^1^ MLPro 9800 PS のデフオルトプロファイルを変更すると、全ユーザの印刷ジョブに影響します。このため、システム管理 
者用"スワードを設をして、許可された巧当者だけがプロファイルのを更を斤えるようにすることをおすすめします。 

ユーザはシミュレーションプ□ファイルをあ要に応じて変更し，追力□プ□ファイルを保存し使巧できま 
す。また、ネットワーク上の〕ンピュータか 6 MLP 「 o 9800 PS 1 こプ□ファイルをダウン□-ドすること 
もできます。 

プ□ファイルは次の3種類に分類されています。 

• RGB ソースプロファイルー MLPro 9800 PS 巧蔵のモニタプ□ファイルでず。このプ□ファイルで、 
MLPro 9800 PS で処理される RGB カラーのソース色空聞を定義します。 

• シミュレーションプロファイルー MLPro 9800 PS を使用して化のプリントデバイスをシミュレート 
ずるためのプリンタプ□ファイルでず。 

• 出カプロファイルー MLPro 9800 PS のプ□ファイルです。 


デフオルトプ□ファイル設定 

FieryColorWiseProTools では 「 RG 目ソ ースプ□ファ イル」、「シミュレーションプ □ファ イル 」、 「CMYK 
シミュレーション方法」、 「 RG 目を分解」オプションなどのデフォルト値を設をできまず。これらのデフォ 
ルト値は、操作パネルの管理者;<ニューの r カラー設定」でも設を可能でず。 

出神まに f 就されている、デフすルト出カプ□ファイルの内容は変更できません。 


デフオルトプ□ファイルを J 旨定するには： 


〇 Fiery ColorWise ProTools を起動し 、 [Profile Manager ] をクリックします。 



シミレーシヨンプ □ 
ファイルを 


出カプ□ファイル名 
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画面の左側には、コンピユータのデフォルトディレクトリ内のに C プ□ファイルをが一覧表示され 
まず。ち側には、 MLPro 9800 PS 内蔵の3つじ分類されたプ□ファイルが表示されます。 

□ック 「 a 」 アイコン付きのプ□ファイルは削除できません。このプ□ファイルを編集した場合は、 
別名で保存するあ要があります。シミュレーシヨンと化カプ□ファイルのみ編集巧能です。 


メモ 


プロファイル名の左端に小さなアイコンの付いているプロファイルは、デフオルトプロファイルです。イ也のプロファ 
イルをデフオルトとして設をすると、新しくデフオルトとして設定されたプロファイルの名称の左側に、アイコンが 
表示されます。 RGB ソースプロファイルと出カプロファイルのデフオルトには、「感」のアイコンが付いています。 
シミュレーシヨンプロファイルのデフオルトは、 RGB 色分解の設をによってアイコンが異なります。 「 RGB 色み解」 
が「シミュレーシヨン」の場合は「ち」、「出力」の場合は「〇」が表示されます。 

Q デフォルトに設をするプロファイルを選がし、[プロファイル設を]をクリックします。 
0 [デフォルト]を選がし、 [ OK ] をクリックします。 


-ブロファイルの i が月- 


|DIC (I 


[017 デフォルト1 


F パで 
Idic 


I L — 迎 — J ) 丰 "^^ン わル I 


メモ 


シミュレーシヨンプ□ファイルの場をは上の画面が表示されます。 RGB ソースプ□ファイルまたは出カプ□ファイ 
ルの場さは、多少'画面がまなります。 


Profile Manager 画面の巧デフォルトプ□ファイルの左横にターゲットアイコンが表示されます。 
RG 己ソースプ□ファイルのデフォルトが設をされていない場合、「なし」に設定されます。 

定義済みのプ□ファイルを逞択して、「プ□ファイル設を」をクリックすると、デフォルトに設定 
できます。デフォルトにするプ□ファイルの「化カプ□ファイル設を」 - r プ□ファイルの説 B 月」で、 
「デフォルト」を達がしてください。定義ミ斉みのプ□ファイルに、 r キャリブレーションセット使巧」 
でキヤリプレーシヨンセットを指をし>「プ□ファイルの説日月」におしいを前を付けると> 新しい 
デフォルトを作成できます。 


メモ 


ロック「自」アイコン付き出カプロファイルを「プロファイルの説明」で指をし、を義ミきみカスタムプロファイル名 t 出 
力-1」〜「出力-10」）と関連づけると、「出カプロファイル」プリントオプションとしてプリンタドライバで選択できま 
す。操作手順は、ダウンロードされたプロファイルあるいは編集されたプロファイルを、印刷ジョブに適用する場合 
と同じです。詳細は、50ぺージ「カスタムプロファイルの関連づけ」を参照してください。 
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用紙定義プ□フアイルの使用 


「用紙を義プ□ファイルを使用」機能を使用すると、印刷ジョブ用の用紙ごとに 「Profile Manager 」 で化 
カプ□ファイルを指走するあ要がなくなりまず。このオプションを選択しておくことにより、印刷ジョ 
ブの用紙の種類に応じた化カプ□ファイルを適用することができます。「用紙を義プ□ファイルを使用」 
オプションは、デフォルトで r オン」に設定されています。プリンタドライバか6上書きしない限り、こ 
の設定がすべての EP 刷ジョブに適用されます。「用紙種類の混合」オプションで、印刷ジョブのをセク 
シヨンに異なる用紙をを義している場合は、それぞれの用紙の種類に応じた化カプ□ファイルが適巧さ 
れます。 




「用紙を義プロファイルを使用」オプションを使用する前に、プリンタの操作パネルで各トレイ巧に用祇の種類をを義し 
ておく化要があります。 


ィルを使用するには 


〇 Fiery ColorWise ProTools を起動し、 [Profile Manager ] をクリックします。 

0出カプロファイル用バーで[用紙を義プロファイルを使用]を選がします。 

「Profile Manager 」 の「用紙定義プ□ファイルを使巧」での設定は 、 「Color Setup 」 にも自動的に 
反映されます。 


プ□ファイルのダウン□ー ド 


MLPro 9800 PS 提供のプ□ファイルは MLPro 9800 PS にあ6かじめインストールされていまず。さ 
6に、ネットワーク上のコンピュータか6あ要に応じて追力□プ□ファイルを MLPro 980 OPS じダウ 
ン□ー ドできます。 


イルをダウン□ードするには 


〇 Fiery ColorWise ProTools を起動し、 [Profile Manager ] をクリックします。 

画面の左側にはコンピユータのデフォルトディレクトリ内のに C プ□ファイル名が一覧表示されます。 
デフォルトディレクトリは W 下のとおりでず。 

• Windows 98/Me — ¥Windows¥System¥C 010 「 

• Windows NT 4.0 — ¥Winnt¥System32¥Color 

• Windows XP/Server 2003 — ¥Windows¥System32¥Spool¥Drivers¥Color 

• Windows 2000 /XP — ¥Winn 样 System32¥Spool¥D 「 ive 「 s¥C 010 「 

• Mac OS 9.x— システムフォルダ ： ColorSync プ □フ ァイ ル (ColorSync 2.5W 降） 

Q 該当するプロファイルが一覧に表示されない場合は、別のディレクトリ内を採すために 
[参照]をクリックします。 

Mac OS ではに C プ□ファイルは 〇 のデフォルトディレクトリ内にインストールされている必、要 
があります。 

0 「ディレクトリの遺が」画面で、該当するプロファイルが格納されているディレクトリを 
巧し、 [ OK ] をクリックします。 
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O ダウンロードが象のプロファイルを選がします。 

選択されたプ□ファイルが MLPro 9800 PS と互換性がある場合は、「ダウン□-ド可能なプ□ファ 
イル」の矢 E 口が緑色になりまず。「シミュレーション」と「化力」にダウン□ー ドできるプ□ファ 
イルは、プリントデパイスプ□ファイルのみでず。 「 RG 巨ソース」にダウン□ー ドできるプ□ファ 
イルは、入カデバイスプ□ファイルのみです。 

- Windows の場合は、プロファイル名の最後に 「. icc 」 または 「. icm 」 の拡張子がついていないと表示されません 。 MacOS 
mBF ra . プロファイルが適切なファイル形式でなし、と表示されません。 

- Profile Manage 晒面の左側に表示されたプロファイルがすべて MLPro 9800 PS にダウンロードできるとは限りません。 

シミュレーションプ□ファイルは側のプリントデバイスか6の化力を想をして MLPro 9800 PSA 、 
6出)力する場合に使用するプ□ファイルでず。 

化カプ□ファイルは、 MLPro 9800 PS のプ□ファイルです。 

CMYK プリンタのプ□ファイルは、シミュレーションプ□ファイルとしても，出カプ□ファイルと 
してもダウン□-ドできますが、用途を考慮してダウン日ードしてください。 MLP の9800 PS を使 
用して，別のプリンタの出力と同様の化力を得たい場合は、シミュレーションプ□ファイルとして 
ダウン□-ドします。 MLPro 9800 PS のカスタムプ□ファイルをダウン□-ドする場合は、化カプ 
□ファイルとしてダウン□ー ドしまず。 

0緑色の矢印をクリックしてプロファイルをダウンロードします。ダウンロードが終了した 
ら [ OK ] をクリックします。 

ダウン□-ドされたプ□ファイルが Profile Manager 画面のち側に表示されまず。 

Windows では、プリンタドライバで「双方向通信」が選択してある場合、を義ミ斉みプ□ファイル 
をに関連づける必要がありません。 

MacOS では、プ□ファイルを印刷ジョブに適用する前に、走義済みプ□ファイルを （RGB ソー 
ス 用：「ソ ース -1」〜 「ソ ース -10」、 シミュレーシヨ ン用： 「シミュレーシヨ ン-1」〜 「シミュ レー 
シ ョン-10」、 化力用：「化力-1」 〜 「出力-の」）じ関連づけておくか （50 ページ参照）、またはデ 
フォルトプ□ファイルとして設をしておくあ要がありまず。 

ダウンロードされた出カプロファイルには、デフオルトとなっている出カプロファイルのキヤリブレーシヨンター 
ゲットが適用されます。 
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プ□ファイルのパックアップ 


Profile Manager を使用してプ□ファイルのバックアップや削除をすることができます。あ要に応じて 
カスタムプ□ファイルのバックアップを行ってください。 




P の川 e Manage 晒面でロックアイコンのせいていないプロファイルは、削除またはバックアップができます。ロックア 
イコンの付いているプロファイルは削除できませんが、ほとんどの場合バックアップは可能です。 

プリンタメ ニ ユーの「管理者用 メニユ ー」から「出荷時のデフ オル ト」を実行すると、カスタムプロファイルが削除されます。 


イルのバックアップを作成するには： 


〇 Fiery ColorWise ProTools を起動し、 [Profile Manager ] をクリックします。 

0 MLPro 9800 PS 内蔵のプロファイルから、バックアップが象のプロファイルを遺がします。 

Profile Manager 画面中央の矢印が緑色かつ左向きになりまず。これによリプ□ファイルがアップ 
□-ド可能になつたことがわかります。 

0緑色の矢印をクリックし、保存先を指ましたあと、[な存]をクリックします。 

〇 [ OK ] をクリックします。 


ィルを削除するには： 


〇 Fiery ColorWise ProTools を起動し、 [Profile Manager ] をクリックします。 
0プロファイルを選択し[削除]をクリックします。 


を 


MLP の9800 PS 提供のプロファイル、を義済みカスタム名に関連づけられているプロファイル（たとえば「シミユレー 
シ ヨン-1」）、 およびデフオルトに設をされているプロファイルは削除できません。 


0 [はい]をクリックします。 

カスタムプ□ファイルに関連づけてあるプ□ファイルやデフォルトじ設定されているプ□ファイル 
を削除したい場合は、「プ□ファイル設走」をクリックし、デフォルト設走を解除し、さ6にドラ 
イノ \の表示名を解除してか6削除しまず。 


カスタムプ□フアイルの関連づけ 


Windows では、プリンタドライバで r 双方向届信」が運択されている場合、すべてのプ□ファイルがプリ 
ンタドライバに表示され、 PPD か6を EP 刷ジョブに対してプ□ファイルを還択できます。 

MacOS では、ダウン□—ドまたは編集されたプ□ファイルを、 EP 刷ジョブに適用するには、そのプロ 
ファイルをを義ミ斉みカスタムをに関連づけておくか要があります。プ□ファイルの種類ごとに、を義ミ斉 
みカスタムをが10個ずつ用意されています ( RGB ソース用：「ソース -1」~ r ソース-10」、シミュレーショ 
ン用：「シミュレーション-1」〜 r シミュレーション-10」、江!力用：「江!力-1」〜 r 化力-10」）。 

次にカスタムシミュレーションプ□ファイルを例にとって手順を説おします。カスタム化カプ□ファイ 
ル、またはダウン□ードした化カプ□ファイルの関連づけも同じ手順で巧います。 
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ィルを関連づけるには： 


〇 Fiery ColorWise ProTools を起動し 、 [Profile Manager ] をクリックします。 

「シミュレーシヨン」プ□ファイルに、カスタムプ□ファイル（たとえば 「 D に- new 」） が表示され 
ます。「ドライバでの表示を」には何の情報も表示されていません。 

Q MLPro 9800 PS 内蔵のプロファイルから、が象プロファイル （「 D に- new 」） を選がし、[プ 
ロファイル設を]をクリックする力\プロファイル名をダブルクリックします。 

0 r ドライバでの表示名」を選択し、ポップアップメニューからカスタムシミュレーシヨン 
名（「シミュレーシヨン-り〜「シミュレーシヨン-10」）を選が後、[適用]をクリック 
します。 

他のプ□ファイルに関連づけ6れていないカスタムをを達んでください。関連づけミ斉みのカスタム 
をを選択すると、エラーメッセージげ表示されます。 

化カプ□ファイルの場合、を義済みの名称は、「化力-1」〜「化力-10」です。 

MLPro 9800 PS に内蔵のプ□ファイルを削除することはできませんが、「ドライバでの表示名」で、編集るみのプロファ 
イルに MLPro 9800 PS 提供のプロファイルのち称をせけて書きあえることは可能です。 

ロックアイコンせき出カプロファイルを「プロファイルの説明」で指をし，を義ミきみカスタムプロファイルを（「出力- 
' ± 1」〜「出力-10」）と関連づけると、「出カプ□ファイル」プリントオプションとしてプリンタドライバで選巧できます。 



出カプ□ファイルをを義ずる場合は、「化カプ□ファイル設定」画面に「キャリブレーションセッ 
卜使用」が表示されます。プ□ファイルをジョブに適用する前に、このキャリブレーションセット 
で MLPro 9800 PS のキャリブレーションを巧う'必要があります。表示されたキャリブレーション 
セットで測定を巧わない場合、デフォルトの測定値が適用されます。キャリブレーションセットの 
詳細は、28ぺージを参照してくださし、。 

プ□ファイル設をで、□ックされていないプ□ファイルの r プ□ファイルの説明」を変更できます。 

〇 [ OK ] クリックします。 

のに- new 」 の「ドライバの表示を」に、関連づけたカスタムをが表示されます。プリンタドライバ 
の 「 CMYK シミュレーションプ□ファイル」オプションでこのカスタムを t シミュレーション- 
1 J ) を達択すると、印刷ジョブに 「 D に- new 」 シミュレーションが適届されまず。 

カスタムシミュレーションプ□ファイルをを義済みのカスタムをに関連づけない場合、 CMYK シ 
ミュレーションが「なし（キャリブレーションあり）」で化力されます。カスタム RGB ソースプロ 
ファイル、または化カプ□ファイルが、定義ミ斉みカスタムをと圉連づけ6れていない場合は、デ 
フォルトのプ□ファイルが適用されます。 
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ラー グループを開閉するには： 


グループ名左側のアイコンをダブルクリックします。 

カラーグループを閉じるには、グループ名左側のアイコンをダブルクリックします。 
-覧内の全カラーグループを閉じるには[編集]-[すべて閉じる]を遺がします。 


Spcrt-On の起動 

Spot-On を起動して、化カプ□ファイルを指定します。 

-度に！人のユーザのみ SpcM-On を使用できます。 


Spot - On を起動ずるには： 


〇 Fiery ColorWise ProTools を起動し、 [ Spo 卜 On ] をクリックします。 
〇プロファイルを選がし、 [0 K ] をクリックします。 



出カプ□ファイルを選択 


メモ Spot-On 画面に表示される CMYK 値は、ここで指ました出カプロファイル巧に換算されています。 


Spcrt-On の使用 

MLPro 9800 PS ではデフォルトで、システムカラーライブラリと複数の PANTONE カラーライブラリが 
提供されています。 MLPro 9800 PS-X ではさ61こ D に、 HKS、TOYO があわせて提供されています。 

さ6にデフォルトを示すアイコン「^」が表示されます。 

Spot-On ではカスタムのカラーまたはグループを追力□でき、グループ内のカラーは、カラーグループを 
開くことにより表示できます。追力□グループにはカスタムグループアイコン「く^」が表示されまず。 


スポットカラーを管理ずる （Spot-On) 

MLPro 9800 PS は、スポットカラーを CMYK 値におづけて、プリンタの CMYK 各色のトナーを使用し 
て、スポットカラーを再現できまず。 

スポットカラーとその CMYK 値の一覧をスポ、ソトカラー辞書と呼び、 Spot-On では複数のスポットカ 
ラー辞書を管理し、各化カプ□ファイル用にそれぞれ一つのスポットカラー辞書を使用できます。 

イ . SpoHDn； 走:義の CMYK 値を使用するには、「スポットカラーマッチング」オプションを使用できるように設をしておく也、要 
があります。 

- Spot-On は MLPro 9800 PS-X 巧び MLPro 9800 PS-S で利用できます。 
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[編集]-[検索]を選がします。 

カラー名を入力し、 [0 K ] をクリックします。 

同じ条件で別のカラーを検索するには、[編集]-[再検索]を選がします。 


既存スポットカラーの編集 

MLPro 9800 PS 上の既存カラーグループを表示し、管理できます。 

Spot - On 内のカラーグループはその優先順位に従って表示されます。優先順位の高いカラーグループが 
一覧の上部に表示されます。カラーの優先順位を管理ずることにより，同一のスポットカラーに対し複 
数の CMYK 値を割り当て6れます。 


カラーの 優先順位を替えるには： 


メモ個々のスポットカラーには丸いカラーアイコンが表示されます。 


〇選択したカラーグループ、または選がしたカラーを上下に移動するには、ツールバー上の 
[上に移動]/ [下に移動]アイコンをクリックします。 

@選がしたカラークループ、またはカラーを一覧内の別の場戸斤に移動するには、ツールバー 
の [切り取り]/ [コピー]をクリックしてから、一覧内の移動先をクリックし、ツール 
バーの[貼り付け]をクリックします。 

「切り取り」機能はカスタムカラーじのみ使巧できます。 

カラーグループにより、を前変更を促すメッセージが表示されます。おしいを前で保存するための 
接頭巧/接尾辞を違択し [0 K ] をクリックします。新しい名前のカスタムカラー、またはグループ 
が貼付け6れます。 



特定の カラーを 検索するには： 
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一覧の追加したい場所で、カラーまたはクループ斤を遺がします。 

カラーまたはグルー プ 斤を 選が します。 

カラーを追加するには[編集]-[新カラー]を、グループを追加するには[編集]-[新 
グループ]を選がします。 

ま斤しいカラーまたはグループが表示されます。 


一覧内でカラークループを追加したい場所の斤を選がします。 

[ファイル]-[ダウンロード]を選がします。 

ダウンロードするカラーグループを選がし、[開く]をクリックします。 

ダウン□ー ドしたカラーグループの名称が既存グループと同一の場合は、ダウン□ー ドしたカラー 
グループの名称を変更するようになされまず。 


カスタムカラーまたはグループの名称を変更するには： 


〇カラーまたはグルー プ名を選が します。 

0アルファべ ットの大文字小文字 ゃスぺース なども含め、印刷ジョブ内でを養されていると 
おりに、新しい名称を入力します。 

PANTONE などのデフォルトカラ-またはグル-プは、を称をを更できません。 

カスタムスポットカラーグループのタウン □ ー ド 

カスタムカラーグループを MLPro 9800 PS にダウン□-ドし、使用することができます。 


カスタムカラーグループをダウン□ードするには： 


カスタムスポットカラーの作成 

Spot-On ではデフォルトで提供されている PANTONE や D にに力□え、ユーザを義のカスタムスポットカ 
ラー またはグループを追力□できます。 


新しいカラーまたはグループを追加するには： 


アップロー ドが象の カラークルー プを選がします。 

[ファイル]-[アップロード]を選がします。 

ファイルの格納場所を指をし、ファイル名を入力し[保を]をクリックします。 


カスタムカラーグループのアップ □ ー ド 

カスタムカラーグループをに C ファイルとして、 MLPro 9800 PS か6コンピユータじアップ□-ドできま 
す。この機能により、該当するカラーグループを化の MLP の9800 PS じダウン□—ドし共有できます。 


カスタムカラーグループをアップ□ードするには： 
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カラー値の編集 

Spot-On の特定スポットカラーをプリンタで再現するための正しい CMYK 値をカラーサーチ機能により 
定義できます。既存スポットカラーが予想适りに化力できない場合は、そのカラー値を編集し期待する 
カラーにぶづけ6れます。近化カラーをベースにし最良カラーになるまでその色柜、采ミ度、明度を変更 
できます。 


ラーサーチ 機能を使用し ター ゲットカラ ーを 定義するには： 


〇カラーグループ内で、カラーアイコンをダブルクリックします。 

現在選択されているカラーが中央パッチとして画面に表示されます。 



中央パッチ 


〇 夕ーゲットカラーにより近い隣接カラーがある場合、そのカラーパッチをクリックし中央 
パッチに指をします。 

义— 隣接"ッチは中央ル；/チの明度またはお度を調整したバリエーシヨンです。隣接バッチをクリックするとそのカラー 
^ " が中央バッチとして表示され、隣接バッチもそれにつれて更新されます。 

選がカラーには、画面を上に感嘆巧アイコン「!」が表示されるものがあります。 この場合は 、中央バッチカラーがプ 
リンタのちの範囲境界上またはその境界かにあり、正しく再現されない巧能せがあることを示しています。その場合 
は色の範囲かカラーではなく、ちの範囲巧の最近似カラーを巧用することをおすすめします。 

0 「隣接カラー化例」で、明度または彩度を選がします。 

口月度」を選択すると、オリジナルカラーの S 月度をより暗いカラーからより明るいカラーに調整し 
た機接パッチが生成されまず。このバリエーションではより暗いカラーが左、オリジナルカラーが 
中央、より明るいカラーがちに表示されます。 

「采ミ度」を達がすると、オリジナルカラーの采ミ度をよりほいカラーからより高いカラーに調整した 
隣接パッチが生成されます。このバリエーションではよりほいカラーが左，オリジナルカラーが中 
央，より高いカラーがちに表示されます。 

〇 「カラー値間隔」では、隣接パッチ間のカラー値間隔を指をします。 

高い値に設定すると、中央パッチカラーと大きく異なる隣接パッチが生成されます。ターゲットカ 
ラーにおづけるためには、カラー値聞隔を小さく設定することをおすすめします。 

0カラーパッチの印刷カラーをスクリーン上でシミュレートする場合は、[モニタ巧正]を 
選がします。 

このシミュレーションは、表示用に設定されたモニタプ□ファイルじよって変わります。モニタプ 
□ファイルをちをずるには、 Spot-On メイン画面で[編集]-[環境設定]を還択してください。 
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O 夕ーゲットカラーが中央パッチとして表示されるまで、カラーパッチの明度または彩度を 
調整し隣接パッチをクリックします。 

〇 [パターン印刷]をクリックします。 

© 「印刷設を」画面で、適切な項目を指をします。 

「化力ち法」では「カラーサーチパターン」または「隣接カラーパターン」のいずれかを逞択しま 
す。「カラーサーチパターン」を逞択すると、「カラーサーチ」画面に表示されたものと同じパター 
ンのパッチを印刷します。「隣接カラーパターン」を選択すると、3歹リ x8 巧おまでパッチを印刷し 
ます。 

「用紙サイズ」ではパッチ印刷に使用する用紙のサイズを指走します。 

メモ より正しい測を結まを得るには、「巧紙サイズ」で「44/レター」を選がすることをおすすめします。 

「給紙トレイ」ではパッチ印刷に使用する用紙の入ったトレイを指定します。 

〇 [0 K ] をクリックします。 

「パターン印刷」で印刷したページには次の情報が含まれています。 

• カラーを 

• 隣接パッチ用の明度またはお度の違択結果 
• カラー値聞隔 

. 中央パ、ソチ/オリジナルカラーの CMYK 値 
• 曰時 

• 名称付きカラープ□ファイル 
• 指をした化カプ□ファイルを 

カラーサーチ機能の目的は、印刷カラーが夕ーゲ 、ソ トカラーじ マ、 ソチするカラーを見つけだすこと 
であり、スクリーン上で夕ーゲットカラーをシミュレートすることではありません。「パターン印 
拓 LI から隣接パッチを含むパッチページを印刷することにより、印刷パッチの中からターゲットカ 
ラーにマッチずるパッチを選択でき、そのパ、ソチに対応したスクリーン上のパッチを夕ーゲットカ 
ラーとして指をできます。 

⑩ 「 Spo 卜〇 n カラーサーチ」画面で夕ーゲットカラーを選がし、 [ OK ] をクリックします。 

編集済みカスタム カラーがカラーグループ 内に表示されます。 
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CMYK 値入力で夕ーゲットカラーを定義するには： 


〇 「 Spo 卜 On カラーサーチ」画面で中央パッチをクリックします。 
Q CMYK 値の入力方法を選がします。 



「パーセント」選択では、0.5%闇隔で「0」 せら 「100」までの値を人力できます。ル数点第2巧 
下の値は繰り上げ6れます。 

「デバイスコード」運がでは J 0」 から「255」までの範囲で CMYK 値を入力できます。このオプ 
シヨンでは， MLPro 9800 PS で再現できるカラー値節囲を使用し、「0」 せら 「100」に比べよリ詳 
細な設定ができるため、微調整を行えまず。 

0夕ーゲットカラーの CMYK 値をそれぞれ入力します。 

メモ 巧しいカラー値を入力すると、プレビユーパッチで巧旧カラーが更巧表示されます。 

〇 [ OK ] をクリックします 

新カスタムカラーが 「 Spot - On カラーサーチ」画面に中央パッチとして表示されます。 


ターゲットカラー測定用計器の使用 

E 円 Color Profiler を使用できる場合は、その測定値を直接 Spcrt - Onl こインポートできまず。この機能に 
より、印刷された□ゴのホやパ、ソケージの黄など実際の印刷カラーをインポートし、 Spot - On で夕ーゲ 、ソ 
トカラーとして指をします。 

メモ EFI Color Pro 川 er は EFI 社製のカラーマネージメントツールです。 


EFI Color Profiler の使用 

EFI Color Profiler の使用方法の詳細 I こついては 、 EFI Color Profiler の取扱説明書を参照してくださし、 


測定値を Spot - On にインポートするには： 


〇 EFI Color Profiler 用ソフトウエアがインストールされ 、 EFI Spectrometer ES -1 000がパ 
ソコンと接続され設を-;きみであることを確認します。 

インストレーシヨンと設定の詳細については、「付録 A 」 および E 円 Color Profiler の取扱説明書を 
参照してください。 
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e [計器]-[開始]を選がします。 

0 「計器を選が」画面で、適切な項目を遺がします。 

「計器」では EFI Spectrometer ES -1000 を違択します。 

〇 [0 K ] をクリックします。 

EFI Spectrometer ES -1000 が Spo 卜加に接続されると、計器のインジケータランプがしばらく点滅します。点;成が 
終了すると、 EFISpectrometerES -1000 の測を準備が整ったことを表します。 

0 EFI Spectrometer ES -1000 のァパーチャを測をが象の上に置き、測をボタンを押します。 

須隨カラーの CMYK 値がと rF のルールで Spot - On にインポートされます。 

• Spot - On メイン画面であるカラーが選択されている場合は、新測をカラーに更新されまず。 

• Spot - On メイン画面でグループが選択されている場合は、ま斤測をカラーがそのグループ内に追化 
されます。 

• に pot - On カラーサーチ」画面が表示されている場合は、中央パッチが測定カラーに更新され、そ 
れに伴って隣接パッチも更新されまず。 

• 「中央パッチカラー設封画面が開いている場合は、測をカラーの CMYK 値が C 、 M 、 Y 、 K 各欄に 
インポートされまず。 

〇測をが終了したら、[計器]-[終了]を遺がします。 


変更の保巧と Spot - On の終了 

編集または作成したスポットカラーを MLP の9800 PS で使用可能にずるには、 Spot - On を終了する前に 
それ6を保存する必要があります。 

ただし t (下の変更は保をする必、要はありません。 

• カラーまたはカラーグループの 優先順位の変更 
• カラーまたはカラーグループの ダウン □-ド 
• カラーまたはカラーグループの 消去 


Spot - On での変更を保巧するには： 


〇 [ファイル]-[保ち]を選がします。 
e 「閉じる」ボタンをクリックし、 Spot-On を終了します。 
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Color Setup は、カラー管理巧 ColorWise オプションのテフォルト値を設定/変更するために使用します。 


ColorWise オプションのデフオルト設定 

〇 Fiery ColorWise ProTools を起動し 、 [Color Setup ] をクリックします。 
Q デフォルトを設ちします。 


出カプ□ファイルを 


プリンタドライバまたは Command WorkStation/Command Workstation LE 、 Fiery Spooler から個 
別のジョブに対するオプション設定を変更しない限り、 MLPro 9800 PS から化力するすべての巧刷ジョ 
ブに、 Color Setup 設定が適用されまず。 

Profile Manager でのデフオルトプ□ファイル変更は、自動的に Color Setup に反峡されまず。また、 
Color Setup でのデフオルト値を変更ずると、自動的に MLPro 9800 PS に反映されます。 

0 [ OK ] または[適用]をクリックすると変更が有効になります。[キャンセル]をクリッ 
クすると、変更内容は適用されず Color Setup の画面が閑じます。 


通常は、工場出荷時のデフオルト設定のままで、適切なカラー出力が得られます。 ColorWise オプションの設をを工場 
出荷時の値に戻すには、「工場出荷値」をクリックします。 




ぶ 




ここでのをち巧がこのフリン3のデフオルト巧になります. 


Color Wise オプションのデフオルトを設定ずる (Color Setup) 


ao 圧 10 ;おべ むぶわ 
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付録 A :カラー測定計器 

本が録では、 E 円 ColorP の filer の使用方法(こついて説明します。 

メモ EFIColorPro 川 er は EFI 社製のカラーマネージメントツールです。 


EFI Color Profiler の使用 
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EFI Color Profiler の使用 


メモ EFI Color Pro 川 ei •は EFI 村;製のカラーマネージメントツールです。 


E 円 Color Profilerl こ付属の E 円 Spectrometer ES-1000 は、カラー印刷物などの反射スぺクトルを測を 
する分光測色計です。印刷物の濃度とカラーを手のひらで動かしながら手軽にまた正殖じ測をできるた 
め、 MLPro 9800 PS のキヤリブレーシヨンじ大変効率的なツールでず。 


を 


Macintosh コンビユータの場合は、 USB ポート装備のコンビユータを使用し測をしてくださし、。 
EFI Spectrometer は WindowsNT 4.0ではサポートされていません。 


EFI Color Profiler の設定 


EFI Color Profiler を MLPro 9800 PS のキヤリブレーシヨンに使用ずる前に、 E 円 Spectrometer ES-1000 
をコンピュータに接続し設定:しておく必要があります。 EFI Spectrometer ES-1000 の設定と調整の詳 
細 I こついては、計器付属の取扱説明書を参照して<ださい。 

次國は EFI Spectrometer ES-1000 の構成部分を示しています。 



E 円 spectrometer ES-1000 分光測定計 


キヤリブ レーシヨ ンドック 

(EFI Spectrometer ES-1 日0日置き台） 


アパーチャー計器の露光部分の位置を示していまず。 

測をボタンーこのボタンを押して測を処理を開始します。 

白色点調整タイル、 キヤ リブ レーシヨ ンドックー E 円 Spectrometer ES-1000 をキヤリブ レーシヨ 
ンドックに置くことにより、 EFI Spectrometer ES-1000 の白色点調整が行われます。 


カラ—測定計器 
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が緣应••測定値の取り込み 

本付録では、測定値を取り化む斷こ利苗できる SAIFF(Simple 
ASCII Import File Format ) ファイルについて説明します。測 
を値はじ(下のおまでテキストファイルとして保をします。 


シンプル ASCII インポートファイルフォーマット 
( SAIFF ). 64 




シンプル ASCII インポートフアイルフト7ット ( SAIFF ) 

Status T の測定:データを円 ery ColorWise ProTools の Calibrator で読み込むために、 SAIFF おまのファ 
イルを用意します。 W 下の3つのファイルおまがあります。 

. E 円34パッチぺージ用1 D Status T 濃度 
• E 円21パッチぺージ用1 D Status T 濃度 

• その他のぺージ(各トナーで最高25日パッチまで)用1 D S 诚 US T 濃度 

ファイルはタブなしの ASCII おまです。データの区切りは、1文字分のスペースでも複数スぺースでもか 
まいません。各行にあずデータが人るようにして、余分な改行は人れないでください。各巧は、特をの 
トナーの値を4つのパッチ ( CMYK ) で表します。ファイル内の任意の行にコメントを入れられまず。コ 
メントのある行は「#」で始め、そのずぐ後じスペースを入れます。「#」で始まる行でそのすぐ後にスペー 
スがない行には、 コメントは入れ6れません。コメントの行にはコメントじ(外のデータは入れ6れませ 


データの巧には各々5つの値が人っていまず。最ネ刀の値は、 E 円％または E 円21のぺージではパッチ番 
号です。そのほかのページでは、トナーの％を表します。残りの4つの値は、そのパ、ソチにおける CMYK 
の濃度の値です。行は、パッチ番号またはトナーの％が、ルさい番号か6始まって順に大きくなるよう 
に並びまず。 

Windows ではファイルをに化張す r . cml 」 を付けまず。 MacOS ではファイルをテキストおまで保をしま 
す。 

EFI 34 、EFI 21の測をデータは用紙の種類によって異なります。そのほかのページでは、最初の行で 
トナーの値が0であ村ボ、 Calibrator は、測定値が絶対値であるものとみなし、2行目 W 降のデータから 
最初の行の濃度を差し引いて用紙に合わせて調整します。 


EFI 34パッチぺージの1 D Status T 濃度の例 

このファイル形式は、 E 円34パ、ソチページの S ね tus T 濃度測定値を指をする際に使用します。行の最 
初の番号はパ、ソチの番号です。パ、ソチは1から始まり34で終わりまず。 

#!EFI 3 

# EFI ColorWise 2.0 Data 
type : 1 DST 34 

# Cyan Magent Yellow Black 

1 0.0300 0.0400 0.0200 0.0400 

2 0.0600 0.0700日.0800 0.0700 

3 0.1000 0.1000 0.1000 0.1000 
(途中省略） 

33 1.67001.3400 0.89001.6700 
34 1.72001.4300 0.93001.7500 


測定値の取り込み 
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EFI 21 パッチぺージの 1 D Status T 濃度の例 

このファイル形式は 、 EFI 21パッチページの S ね tus T 濃度測定値を指をする際に使用しまず。行の最 
初の番号はパッチの番号です。パ、ソチは1から始まり21で終わりまず。 

#!EFI 3 

# EFI ColorWise 2.0 Data 
type : 1 DST 21 

# Cyan Magent Yellow Black 

1 0.0300 0.0400 0.0200 0.0400 

2 0.0600 0.0700 0.0800 0.0700 

3 0.1000 0.1000 0.1000 0.1000 
(途中省略） 

20 1.67001.3400 0.89001.6700 
21 1.72001.4300 0.93001.7500 


そのほかのぺージの 1 D Status T 濃度の例 

このファイル形式は、ユーザの選んだパ、ソチページの S ね tusT 濃度測定値を指定ずる際に使用します。 
巧の最初の番号はパ、ソチのトナーの％でず。淵ま必ず0から始まり10日で終わります。途中の％はルさし 
値から大きい値へ順に並びまず。 

#! E 円3 

# EFI ColorWise 2.0 Data 
type : 1 DST 

# Cyan Magent Yellow Black 
0.0000 0.0300 0.0400 0.0200 0.0400 
0.3922 0.0600 0.0700 0.0800 0.0700 
1.1765 0.1 000 0.1 000 0.1 000 0.1 000 
(途中省略） 

98.00001.67001.3400 0.89001.6700 
100.00001.72001.4300 0.93001.7500 


測定値の取り込み 
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測定値の取り込み 
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が lie ZD に標準色を 
シミュレーシヨン印刷するには 

本付録では、 MLPro 9800を使用して D に標準カラーをシミュ 
レーシヨン印刷する方法について説明します。 


D に標準色 . 68 

シミュレーション印刷 . 69 





D に標準色 


1本プリンタは、大日本インキ化学工業株式会社より 「 D に標準色」の認定を受けています。 

2のに標準色」とは、大日本インキ化学工業株式会社が印刷物の色の標準化のために走めた規格です。 

この規格は、アート紙上のオフセツトプ□ミス EP 刷の色範囲として設をしたものです。 

3本プリンタは、 D 50 光源下でのに標準色」の基準レベル r 電子写真ちま」じ適合していまず。これによ 
り、標準的オフセツトプ□ミス EP 刷における印刷物の色を近化!的にシミュレーシヨンすることができ 
ます。 


□ 1 C 標準色をシミユレ—ション印刷するには 
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シミ ュレーシヨ ン巧刷 


認定を受けた印刷を件で EP 刷するには t (下の設定で EP 刷します。 

使用する紙： 

ミ中データ製、エクセレントグ□ス紙 

エクセレントグロス紙 jy かでは、 「 D に標準ち」の認を条件を満たさなぃため、化ずエクセレントグ□ス紙をごな用 
〈ださぃ。 

プリンタのキヤリブ レーショ ン： 

オプションの EFI Profiler に付属の Spectrometer ES - 1000を使います。 

キヤリブレーションを実行しなくてもシミュレーション印刷の手順は進め6れますが、より正 
おなシミュレーションを行うためには Spectrometer ES - 10001こキヤリブレーションの実巧を 
お奨めします。 

キヤリブレーション実行直前に、本書の r カラーキヤリブレーション」の章で説 S 月している手順 
でプリンタの自動濃度ネ甫正をプリンタメニューか6実巧します。 

ColorWise ProTools か6キヤリブレータを起動します。 

「プリント設定を殖認」のスクリーン設定で「12 x 6ド、ソトスクリーン」を逞択し、用紙の種類で、 
「光う尺紙」を選がします。 

測色用のカラーパ、ソチを印刷する隐、沖データ製、エクセレントグ□ス紙を使用します。 
本書の r カラーキヤリブレーション」の章で説明してし巧手順でキヤリブレーションを実行します。 

PS プリンタドライバの設走： 

MLPro 9800 PS ドライバを使用します。 PCL ドライバではご利巧になれません。 

プリンタドライバのプ□パティ、 Fiery 印刷タブの r 用紙トレイ」か用紙タイスに r 光が紙」を 
逞びます。 

同様に 、 「Color Wise 」 にて「エキスパート設定」を選がし、じ(下の設定をします。 

CMYK シミュレーションプ□ファイルに 「 D に作円)」を違択 
CMYK シミュレーションち法に「フル（化力 GCR )」 を達択 

化カプ□ファイルに 、 「Fiery 364 0 A 312 x 6 Dot Glossy for D に/ T 0 Y 0 v 1 F 」 を選択 
プリンタドライバのプ□パティ、 Fiery 印刷タブの r 画像品質」か6じ(下の設定をします。 

「印刷品位」に r 高精細(を階調)」を違択 
「スクリーン還択」に「ド、ソトスクリーン」を還択 


gS % '' 本プリンタは、 「 D に標準色」認をを受けていますが、大日本インキ化学工業お式会なの発行している 「 D にカラーガイ 
K -プ□セスカラ-ノ-卜」見ホ帳(*1)の色とかずしも-致するとは限りません。 

2本プリンタは、経時を化、環境を化等に伴う印画特性のを化により、プリント色にをかの誤差が生じる場合がありま 
すのでご-;主意くださし、。 

3本プリンタは、製品個々および'消耗品の特性バラツキにより、プリント色にをみの誤差が生じる場さがありますので 
ごを意ください。 

*1「 D にカラーガイド.プ□セスカラーノート」見本帳は、特色見本帳「0にカラーガイド®」、 「 D にカラーガイド®ハ’ート2」の 
色を、アート紙上、 D に聲プロセスインキを用いてお似的にプ□セス印刷（ま、紅、藍、墨）の網点％の組みをわせで色再 
現したプロセス見本帳です。 


DIC 標準色をシミユレーシヨン印刷するには 
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□ 1 C 標準色をシミユレ—ション印刷するには 
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が緣£? ••東洋インキ標準色 

コー ト紙をシミ ユレー シ ヨン 

印刷するには 

本付録では、 MLP 「 o 9800 を使用して東洋インキ標準色コート 
紙カラーをシミュレーション巧刷する方法 I こついて説明しま 
ず。 


東洋インキ標準色コート紙 . 72 

シミュレーション巧刷 . 73 





東洋イン丰標準色コート紙 


1本プリンタは、ままインキ製造株式会社より東洋インキ標準色コート紙プ□ファイル (TOYO Offset 
Coated 2.0) をライセンスし、東洋インキ製造株式会社か6認をを受けています。 

2東洋インキ標準色コート紙プ□ファイルは、に C プ□ファイル規格に準拠したデバイスプ□ファイル 
で、東洋インキ製造株式会社が作成した標準オフセツト EP 刷のプ□ファイルです。 

3「東洋インキ標準色コートお」とは、東洋インキ製造株式会社の枚葉インキを用い、東洋インキ製造株 
ま会社が標準と考えるオフセツト枚葉印刷の再現色を、コートおへの実磯 EP 刷じよりをめたもので 
す。「東洋インキ標準色コート紙」は日本国内におけるプ□セスカラー印用 U の色標準である 「Japan 
Color 」 じ準拠しています。 


東洋インキ標準色 n— 卜紙をシミユレ—シヨン印刷するには 
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シミュレーシヨン巧刷 


認定を受けた印刷を件で EP 刷するには t (下の設定で EP 刷します。 

使用する紙： 

ミ中データ製、エクセレントグ□ス紙 

エクセレントグロス紙に(かでは、認ま条件を満たさなぃため、'丘、ずエクセレントグロス紙をご使用くださぃ。 

プリンタのキヤリブ レーショ ン： 

オプションの EFI Profiler に付属の Spectrometer ES - 1000を使います。 

キヤリブレーション実行直前に、本書の r カラーキヤリブレーション」の章で説明している手順 
でプリンタの自動濃度ネ甫正をプリンタメニューか6実巧します。 

ColorWise ProTools か6キヤリブレータを起動します。 

「プリント設定を殖認」のスクリーン設定で「12 x 6ド、ソトスクリーン」を逞択し、用紙の種類で、 
「光う尺紙」を選がします。 

測色用のカラーパ、ソチを印刷する隐、ミ中データ製、エクセレントグ□ス紙を使用します。 
本書の r カラーキヤリブレーション」の章で説明してし巧手順でキヤリブレーションを実行します。 

PS プリンタドライバの設走： 

MLPro 9800 PS ドライバを使用します。 PCL ドライバではご利巧になれません。 

プリンタドライバのプ□パティ、 Fiery 印刷タブの r 用紙トレイ」か用紙タイスに r 光が紙」を 
違びます。 

同様に ， 「Color Wise 」 にて「エキスパート設定」を選がし、 trF の設ををします。 

CMYK シミュレーションプ□ファイルに 「TOYO Offset Coated 2.0」を違択 
CMYK シミュレーションち法に「フル（化力 GCR )」 を達択 

化カプ□ファイルに 、 「Fiery 364 0 A 312 x 6 Dot Glossy for D に/ T 0 Y 0 v 1 F 」 を違択 
プリンタドライバのプ□パティ、 Fiery 印刷タブの r 画像品質」か6じ(下の設ををします。 

「印刷品位」に r 高精細(を階調)」を違択 
「スクリーン還択」じ「ド、ソトスクリーン」を還択 


まホインキ標準色コート紙プロファイルの使用ま件およびを意事項 

1ま洋インキ標準色コート紙プロファイルを使用して再現されたコンビュークビデオシミュレーシヨンの色やカラープ 
リンタ等により出力された色は、「ま洋インキ標準色コート紙」と化ずしも一致するものではありません。 

2ま洋インキ標準色コート紙プロファイルを使用し、または使用できなかったことにより生じた一切の損害に関して、 
ま洋インキ製造な式会巧はいかなる責任も負いかねます。 

3ま洋インキ標準色コート紙プロファイルの一切の著作権は東洋インキ製造株式会れが巧有しており、東洋インキ製造 
おホ会せの事前の書面による許可無く、本データを譲渡、提供、転貸、頒布、泣開せず、第兰をに使用させることも 
できません。 

4ま洋インキ標を色コート紙プロファイルじ関して、東洋インキ製造株まを社はいかなるお問いをわせも受けかわます。 

5ドキュメント中に記載されている会なを、裂品名は、関係る社の商標または登録商標です。 


東洋インキ標準色 n— 卜紙をシミユレ—シヨン印刷するには 
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東洋インキ標準色 n — 卜紙をシミユレ—シヨン印刷するには 
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マスターモード . 41 
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[P] 
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[S] 
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Simple ASCII Import 

File Format.63 

Spot-On.39 

起動ずる .52 

終了ずる . 58 

変更を保存する . 58 

sRGB(PC). 15 

Status T. 64 
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イメージ . 

色分解 

RG 目色分解 . 

組合せ . 

インポートする . 

測定値を Spot - Onl こインポートする 

[力] 

重ね化力 . 

カスタマイズずる 

シミュレーションプ□ファイル . 

デフォルト出!カプ□ファイル . 

化カプ□ファイル . 

カスタム . 

カスタムカラーグループ 

アップ□ー ドする . 

ダウン□ー ドする . 

カスタムスポットカラーグループ 

ダウン□ー ドする . 

カスタムハーフトーンスクリーンを使用 
カスタムプ□ファイル 

関連づけ . 

カスタムモード . 

カラー管理オプション ........ 
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[W] 
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明るさ 

変更する . 42, 43 
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管理 
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キャリブ レーショ ンの削除 . 

操作パネルか6巧う . 37 

キャリブ レーショ ン巧綜 . 28 

キャリブレーション状況のお認 . 29 

キャリブレーション測定値 
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終了する 
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觸 . 4 

使用する 
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所有権 . 5 
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グラフィック . 17 


[ケ] 


风 


スホット カフー . 20 

変換する . 18 


. 3 
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限を権利桑項 . 4 
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限を保証 . 6 
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編集ずる . 53 

管理ずる . 52 
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比] 

政府による使用 . 6 
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設定 

Windows カラー管理プリントオプシヨン. 23 
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変更する . 己5 

シミュレーシヨン-1〜シミュレーシヨン-10 


Spot - On にインホートする . 57 

測を値の取り込み . 63 
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ダウン□ー ドする 

カスタムカラーグループ . 

カスタムスポットカラーグループ 
プ□ファイル . 
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を！ . 

注后、 . 

法律上のを意 . 
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CMYK 値 . 
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カラー . 

グループ . 

[テ] 
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化カプ□ファイル . 46 
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変換する 
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変更する 
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